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例戸

1. 本書は、都市計画道路木太鬼無線街路事菜に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 3冊であり、御

殿貯水池南遺跡の報告を収録した。

2. 発掘調査地及び調査期間、調査面積は下記のとおりである。

調査地：高松市鶴市町 1397番地 1

調査期間：平成 20年度第 1次調査：平成 20年 10月 2日~11月 29日

平成 23年度第 2次調査：平成 23年 6月 22日~7月 15日

平成 24年度第 3次調査：平成 25年 1月 28日~3月 15日

平成 25年度第 4次調査：平成 26年 1月 15日~3月 18日

調査面積：全調査区面積：約 2980可

（第 1次調査：約 1180rri、第 2次調査：約 600rri、第 3次調査：約 600rri、第 4次調査：約 600団）

3. 現地調査は高松市創造都市推進局文化財課（当時、高松市教育委員会文化財課）文化財専門員

小川賢、閥上拓、同課埋蔵文化財担当職員池見渉、同課非常勤嘱託職員中西克也、新井場

萌が担当した。

4. 整理作業は新井場が担当し、小川、高上、池見が補助した。

5. 本報告書の執筆・編集は新井場が担当し、小川が補助した。

6. 発掘調査から整理作業、報告書執筆を実施するにあたって、下記の関係諸機関に御協力を得た。

記して厚く謝意を表する。（敬称略・順不同）

•香川県教育委員会

•香川県埋蔵文化財センター信里芳紀

・大阪府文化財センター三好孝一

• 島本町教育委員会木村友紀

7. 本報告書の高度値は海抜高を表し、方位は座標北を表す。

8. 以下の業務については、委託業務として行った。

基準点打設業務委託：株式会社四航コンサルタント（平成 20年度、 24年度）

空中写真測量業務委託：株式会社四航コンサルタント（平成 24年度、 25年度）

掘削業務委託：東讃建設株式会社（平成 24年度）

有限会社サンモール（平成 25年度）

遺物写真撮影業務委託：西大寺フォト

9. 発掘調査で得られたすべての資料は、高松市教育委員会で保管している。
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第 I章調査の経緯と経過

第 1節調査の経緯

本発掘調査報告書は、高松市都市整備局道路整備課（以下、事業課という）が事業主体である都

市計画道路木太鬼無線の整備事業を調査原因としたものである。

同路線は高松市木太町と鬼無町を繋ぐ市内を東西に貫く幹線道路であり、高松市教育委員会（以

下、市教委という）では、事前に試掘調査を実施し整備範囲における埋蔵文化財の包蔵状況の把握

に努めると共に、これまでに西ハゼ及び西春日エ区で確認された埋蔵文化財包蔵地「西ハゼ上居遺跡」

並びに「北山浦遺跡」についての発掘調査を実施、調査報告書の刊行により記録保存を行ってきた

ものである。

本書報告の「御殿貯水池南遺跡」については、上記路線の鶴市工区において平成 15年 3月、平

成 20年 11月、平成 23年 6月に市教委が実施した試掘調査により埋蔵文化財の包蔵状況が確認さ

れた遺跡である。当該地は北に瀬戸内海を望む浄願寺山北斜面の山麓で、北東の峰山と浄願寺山を

繋ぐ切通より派生する谷地形の緑辺に位置しており、やや緩斜面となる箇所で弥生時代及び中世の溝、

柱穴、士坑類が認められることから、その該当範囲が集落に関連する遺跡として周知の埋蔵文化財包

蔵地となった。

発掘調査については、事業課と市教委とで協議の上、工事計画に合わせて香川県教育委員会（以

下、県教委という）へ文化財保護法（昭和 25年法律第 214号、以下、法という）第 94条第 1項に

よる通知を平成 20年 8月、平成 23年 6月に提出し、県教委からはそれぞれに対し発掘調査を実施

し保護措置を図る旨の通知があった。これを受けて、市教委は平成 20年 10月 2日付け、平成 23年

6月 20日付け、平成 25年 1月 28日付け、平成 26年 1月 14日付けで法 99条第 1項の規定によ

る報告を県教委に提出し、 4ヶ年において記録保存を目的とした調査を実施したものである。

なお、本遺跡の西側での同路線整備範囲における埋蔵文化財の包蔵状況に関しては、平成 19年 2

月に実施した試掘調査を除けば末確認であり、今後事業課と調査方法を調整しつつ遺跡の広がりや分

布の有無を確認する予定である。

第 1図発掘調査対象地と周辺の調査履歴図
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第 2節調査区の概要

本書では、平成 20年度調査区を第 1次調査区、平成 23年度調査区を第 2次調査区、平成 24年

度調査区を第 3次調査区、平成 25年度調査区を第 4次調査区と呼称する。

第 1次調査区は、平成 15年度の試掘確認調査の結果、保護措置が必要な埋蔵文化財包蔵地とし

た範囲としてL字状を呈するが、第 1次調査の結果、遺跡の範囲が南側に広がる可能性が高くなった

ことから平成 23年度に試掘調査を実施し、第 2次調査区として包蔵地の範囲を確定し、保護措置が

必要な範囲を調査した。同様に、第 1次調査の結果、西側にも遺跡の範囲が広がる事が明らかになっ

たため、平成 20年度に実施した試掘調査で、西側に広がる包蔵地の範囲を確定し、第 3次及び第 4

次調査区を調査したものである。

調査対象範囲は東西方向の道路整備に伴うもので、原則路線の幅員となる。ただし、調査対象の北

限及び南限については、道路幅員に加えて法面工事の範囲も調査対象としたことから、路線よりも幅

広くなっている。 調査時の測量にあたっては、当初 1次調査時に 2点の基準点を打設したが、その

後 3次調査において 2点増設し、実施した。

第 1次調査は、調査対象面積約 1180rrf、調査期間は平成 20年 10月 2日から 11月 29日、第 2

次調査は、調査対象面積約 600rrf、調査期間は平成 23年 6月 22日から 7月 15日、第 3次調査は、

調査対象面積約 600rrf、調査期間は平成 25年 1月 28日から 3月 15日、第 4次調査は、調査対

象面積約 600rrf、調鉦期間は平成 26年 1月 15日から 3月 18日、調査行程、整理作業行程につ

いては、第 3節を参照のこと。

＼
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第 3節調査日誌

発掘作業及び整理作業の実施状況は下記のとおりである。

第 1表発掘作業行程表

平成20年度
担当：小川・高上

作業項目
事前i準備等

配糾紐l
掘削
精査／検出
写真撮影／図化
埋戻し／撤収
‘‘ 

重機掘削
掘削
精査／検出
写真撮影／図化
埋戻し／撤収

平成23年度 6月 7月
担当品上・池見 22 23 24 28 29 30 5 6 8 11 12 13 14 15 

作業項目 水 木 金 火 水 木 火 水 金 月 火 水 木 金

事前i準備等 |おミ巧

重機掘削 沢さ熔 ？ゞ，

掘削 言~
文芯)

精査／検出 パ,,:, じ望翠，＇l麻喜

与真撮影／図化 '項,,ダ,.'ぷさ

•• .,, ぷ 芯芍

埋戻し／撤収 匂恒廷l ?t><c忍

平成24年度
担当：小川・中西

作業項目
事前i準備等
重機掘削
掘削
精査／検出
写真撮影／図化
埋戻し／撤収

2月

焚 l~I ラ~I 菜 I 茎 l 賃 l 悶 l 菜 I 茎 I~ 計

尉

第 2表整理作業行程表

作業項目

洗浄
接合・復元

遺物実測

遺物トレース
遺構トレース
図版レイアウト
遺物写真撮影
原稿執筆

琶

H26 I H26 I H26 I H26 I H26 
6月 7月 8月 9月 10月 H門~2月 3月
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第Il章則鯉的・歴史的虞境

第 1節地理的環境

高松平野は、瀬戸内海に北面する香川県のほぼ中央

に位置し、北側を瀬戸内海に臨み、東側を屋島・立石

山地、西側を五色台・堂山に囲まれた東西 20km、南北

16 kmの沖積平野である。平野部には四国山地を源とし

瀬戸内海に注ぐ香東）II・ 新川・春日川・詰田）II・ 本津

川等の河川が北流している。東西の山々は、花閾岩の

頂部に浸食を受けにくい安山岩が被さりメサ地形を形

成しており、屋島や五色台はその代表的な山である。

御殿貯水池南遺跡は、浄願寺山北側の谷状地形の麓

付近に位置し、東側には峰山、香東川と本津）IIを挟ん

だ西側には、勝賀山、五色台がある。遺跡の立地は、

北方向の緩斜面で、東側は谷部に向かい傾斜を呈して

いる。遺跡を含め周辺はみかん畑となっている。また、

谷の麓には貯水池がある。 第 3図高松平野

第 2節歴史的環境

旧石器時代では、中間・西井坪遺跡、中森遺跡、香西南西打遺跡において、 AT火山灰上層でナ

イフ形石器などの後期に属する石器群が出士している。

縄文時代になると、周辺一帯は、起伏のある地形を呈していたと考えられている。

大池遺跡、香西南西打遺跡において、草創期と考えられている有舌尖頭器が出土しており、西打

遺跡では、早期の押型文期異形局部磨製石器や前期末の士器群と石匙など多数の石器が出士してい

る。後期から晩期においては、鬼無藤井遺跡、上天神遺跡、浴•長池遺跡、林・坊城遺跡などから、

扇状地帯の自然堤防の微高地上や旧河道から遺物が出上しており、林・坊城遺跡では、晩期後葉段

階の諸手鍬や手鋤も出上している。

弥生時代になると、前期では、汲仏遺跡（前期後半）、鬼無籐井遺跡（前期後半初頭）において、

二重環濠が検出されている。また、浴・長池II遺跡（前期初頭・末）において大規模な不定形小区

画水田が確認されており、弥生時代においても、集落の形成が確認できる。前期の遺跡としては、

他に林・坊城遺跡、天満ノ宮西遺跡、凹原遺跡、空港跡地遺跡、多肥遺跡群などがある。

中期には、多肥松林遺跡、浴・長池遺跡、日暮・松林遺跡、多肥宮尻遺跡などで、竪穴住居や掘

立柱建物跡が、それぞれ微高地上に検出されている。北山浦遺跡では中期中葉を中心に旧河道に挟

まれた微高地上に集落が密集している。高所においては、峰山頂部から緩斜面地に位置する摺鉢谷

遺跡などがあり、中期後半以降の土器、石鏃、石庖丁、磨製石斧等が出土している。讃岐地域にお

いて、中期から後期には、丘陵頂部や斜面部、谷部に居住域が集中しており、久米山山頂部の久米
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第 4図御殿貯水池南遺跡と周辺の主要遺跡分布図
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1御殿貯水池南遺跡 2植松城跡(1〉3植松城跡(2) 4芝山城跡 5勝賀廃寺 6平賀下遣跡 7藤尾城跡 8作山城跡 9香西南西打遺跡

(1) 10勝賀城跡 11沢池西古壕 12かしが谷 1~4号墳 13佐料遺跡 14山の神 1号墳 15虎池西古墳 16善師垣古填群 17木舟池下

古墳 18今岡古墳 19香西五郎塚 20佐料城跡 21植松吉兵衛時蔭碑 22香西南西打遺跡(2)23西打遺跡 24鬼無藤井遣跡 25鬼無大

塚古墳 26佐藤城跡 27神高池西古墳 28こめ塚古墳 29神高池北西古墳 30鬼無小学校東塚 31(塚） 32山口遺跡 33あきやま塚 34

筑城城跡 35中所地神社前塚 36王墓古墳 37相作牛塚古墳 38(塚） 39飯田町東青木遺跡 40青木 1~ 14号塚 41飯田西 1~4・7 

~37号塚 42桃太郎神社西遺跡 43袋山古墳跡 44鬼塚古墳 45御厩 1~5号塚 46半田池南小塚 47御厩大塚 48大将軍 1・2号塚

49紙漉 1~ 26号塚 50中森1・2号塚 51中森遺跡 52八幡遺跡 53檀紙南部 1~ 5・7・12号塚 54成合1号塚 55御厩南部 1~

10号塚 56御厩天神社古墳 57御厩池古墳 58下ノ山遺跡 59摺鉢谷遺跡 60相作馬塚 61北山浦遺跡 62南山浦遺跡 63片山池窯跡

群 64坂田廃寺・坂田廃寺下層遺跡 65坂田廃寺南窯跡 66小山窯跡 67神高池南西 1号墳 68神高池南西2号墳 69小比賀家住宅

［石清尾山塊所在の古墳］

70西方寺4号墳 71西方寺5号墳 72西方寺6号墳 73木里神社2号墳 74木里神社3号墳 75木里神社5号墳 76木里神社4号墳

77木里神社6号墳 78木里神社1号墳 79石清尾山 13号墳 80石清尾山 17号墳 81石清尾山 18号墳 82石清尾山 12号墳 83石清尾

山11号墳 84石清尾山 19号墳 85石清尾山 20号墳 86石清尾山 10号墳 87石清尾山 14号墳 88石清尾山 15号墳 89石清尾山 23

号墳 90石清尾山 9号墳 91摺鉢谷西斜面5号墳 92石清尾山 7号墳 93石清尾山 8号墳 94摺鉢谷西斜面4号墳 95石清尾山 21号

墳 96石清尾山 6号墳 97摺鉢谷西斜面3号墳 98摺鉢谷西斜面 1号墳 99石清尾山 3号墳 100摺鉢谷西斜面2号墳 101石清尾山 5

号墳 102石清尾山4号墳 103石清尾山 2号墳 104摺鉢谷東斜面 1号墳 105摺鉢谷東斜面2号墳 106摺鉢谷東斜面3号墳 107摺鉢

谷東斜面5号墳 108摺鉢谷東斜面7号墳 109摺鉢谷東斜面 10号墳 110摺鉢谷東斜面 12号墳 111摺鉢谷東斜面 13号墳 112摺鉢谷

東斜面 15号墳 113石清尾山 1号墳 114石清尾山 22号墳 115猫塚古墳 116北山浦3号墳 117北山浦 1号墳 118北山浦2号墳 119

御殿神社2号墳 120御殿神社3号墳 121御殿神社1号墳 122御殿神社4号墳 123御殿貯水池4号墳 124御殿貯水池 1号墳 125御

殿貯水池2号墳 126御殿貯水池3号墳 127野山 10号墳 128野山 11号墳 129野山 3号墳 130野山9号墳 131野山 1号墳 132野

山5号墳 133野山 6号墳 134野山 2号墳 135野山 8号墳 136野山 4号墳 137野山 7号墳138浄願寺山古墳群 139南山浦 12号墳

140南山浦 13号墳 141南山浦 11号墳 142南山浦6号墳 143南山浦9号墳 144南山浦 10号墳 145南山浦8号墳 146南山浦4号墳

147南山浦5号墳 148南山浦7号墳 149南山浦3号墳 150南山浦2号墳 151南山浦 1号墳 152浄願寺山 56号墳 153浄願寺山 57

号墳 154小山山頂古墳 155片山池 1号墳 156片山池2号墳 157片山池3号墳 158がめ塚古墳 159がめ塚2号墳 160がめ塚3号墳

161がめ塚4号墳

第 3表主要遺跡名一覧

池南遺跡、坂出市烏帽子山頂の烏帽子山遺跡などが例である。また、浄願寺山東麓の緩斜面に位置

する南山浦古墳群では、中期後半に属する遣物が出上しており、集落が存在した可能性が高い。御

殿貯水池南遺跡においても、浄願寺山北麓の緩斜面と谷部に位置し、溝から弥生土器が多く出上し

ており、これら集落の特徴に類似する点があるといえる。このような居住域の特徴は、高地性集落

に類似しているが、これらの集落が形成された社会的背景などは検討を要する。

後期には、山上部での集落数は減少し、平地部において集落数が増加している。香東川の中・上

流においても集落が形成されている。また、掘立柱建物跡の比率が高く、後期前半の集落である上

天神遣跡では、軟式韓式系士器などの他地域系士器が出士し、遠隔地との結びつきがうかがえる。

また、周辺は香東川下流域産土器の下川津 B類土器を集中的に制作する地域である。太田下・須川

遺跡では、長期間改修を繰り返し機能していたとされる灌漑用大型水路が検出されている。また、

上天神遺跡、居石遺跡（古墳時代初頭）において出土した木樋が水路網の整備例とされており、前

期から集落単位での灌漑においての繋がりが存在したものと考えられている。後期集落は高松東道

路や空港跡地周辺ではほぼ全域で確認されており、平野北端部の砂堆上（高松城下層）においては

後期の建物群が検出され、海岸線の近隣でも同期の遣物が出士していることから、居住域が海岸線

付近まで拡大したと推定される。

古墳時代になると、石清尾山塊に多くの古墳群が確認されており、前期初頭の鶴尾神社 4号墳を

初めとして、前期に属する積石塚の双方中円墳（猫塚古墳、鏡塚古墳）が 2基、前方後円墳 9基、

円墳 10基以上、方墳 1基が尾根上に築造されている。高松平野における有力首長層の墓域である
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と考えられている。高松平野東縁部に位置する久米池周辺の丘陵においても、高松市茶臼山古墳な

どが築造されている。

中期には、勝賀山麓に位置し平野西部最大規模の前方後円墳である今岡古墳が築造され、前方部

から陶棺が出上している。また平野南端では県内有数の前方後円墳である三谷石舟古墳が築造され、

割竹形石棺の縄掛け突起が確認されている。

後期になると、石清尾山古墳群、西方寺古墳群、木里神社古墳群、御殿貯水池古墳群、峰山墓地

内古墳群、摺鉢谷西／東斜面古墳群、奥ノ池古墳群、北山浦古墳群などの山麓各所において横穴式

石室を主体部とする群集墳築造が盛んになる。さらに浄願寺山古墳群、片山池古墳群、南山浦古墳

群、野山古墳群を始め多くの古墳が築造される。浄願寺山古墳群は山頂付近に位置し、 50基余り

の横穴式石室からなる群集墳が確認されている。香東川と本津川に挟まれた地域では、相作牛塚な

どの古墳が確認されている。また、群集墳に近接して古代寺院が造営されている場合があり、浄願

寺山東麓においても坂田廃寺が造営されている。また、居住地においては、弥生時代後期に引き続

き、平野中央部の空港跡地周辺などで確認されているが、古墳周辺では、飢期に西打遣跡が確認さ

れているのみである。

古代になると、沖積平野を中心に香川郡で条里が施行され、条里坪界線の径溝網が広く確認され

ている。正箱・薬王寺遺跡から総数 50棟以上の掘立柱建物跡が検出されており、一部は条里地割

と符合するものがある。これらの遺構は平安～鎌倉時代の遺物を含む例が多いが、奈良時代の遺物

が出土する遺跡もあり、条里地割の存続期間が伺える。

また、仏教の伝来による、勝賀廃寺、坂田廃寺などの寺院造営の跡がみられる。坂田廃寺が所在

した石清尾山の南東麓に広がる一体は『和名抄』にみる香川郡坂田郷（現：西春日町など）に比定

されている。調査では基壇跡や白鳥廃寺と同型式である円形柱座の礎石列などが確認されている。

さらに坂出市開法寺跡、同市鴨廃寺と同一文様系譜の軒丸瓦や、寒風窯系の鴎尾や金銅誕生釈迦仏

立像（県指定有形文化財）が出士しており、讃岐の古代寺院における重要な遺跡である。士地区画

においては、六ツ目山北麓から平野東端では白山南麓を見通して設定した南海道が東西に伸びてお

り、高松平野の条里地割はこれを基線とした肝陪線によって区画されたものであり、これらは中世

以降にも農地の径溝網や、城館や遺跡の周囲を両する区画施設として利用されている。

また、香西西打遺跡においては、粘土採掘抗が多数検出され、上器作りの可能性が指摘されてお

り、また 7世紀後半~8世紀前半とみられる遺物も出土している。

中世になると、広範囲で条里開発が進み、鬼無藤井遺跡、香西南西打遺跡などで条里地割に符合

した溝が確認され、西打遺跡では区画溝に囲まれた屋敷跡が確認されている。

本津川流域は在地領主である香西氏の本拠地である。『南海治乱記』によると、勝賀山山頂部に

勝賀城が築造されている。勝賀山の東側の尾根先端部では、居館に佐料城、支城に藤尾城、作山城、

筑城城、本津城などが築造されている。

近世になると、豊臣秀吉による四国征討により香西氏は滅亡し、以後は生駒親正が支配をし、天

正 16年 (1588) に高松城の築城を開始している。その後、松平家が藩主となった。西打遺跡、香

西南西打遺跡等では幕末の陶磁器類が出土している。また、平野西部では寛永 14年 (1637)に現在

の香川町大野付近で東西二股に分かれていた香東川の流路が、西嶋八兵衛により石清尾山西側の現

在の流路に一本化され、古代からある本津川と併走する形となった。
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第IIT章調査の成果

第 1節調査方法

発掘調査は、表士から遺構面までを重機による掘削、その後人力により遺構面を精査し、遣構掘

削を行った。この掘削作業については、平成 20年度及び 23年度は直営によって、 24年度及び 25

年度は委託業務によって実施した。

記録に際しては、第 1次調査は 2点（第 2次調査は第 1次調査の基準点を使用）、第 3次調査は

2点（第 4次調査は第 2次調査の基準点を使用）の基準点打設を業務委託し、基準点をもとに図化

を行った。第 1次調査及び第 2次調査は、平面図、断面図、上層図ともに手測りにより 1/20縮尺

で作図し、第 3次調査及び第 4次調査は、空中写真測量を薬務委託し、遺跡の平面測量を 1/20縮

尺で行い、またこれに合わせて遺跡の全景写真撮影を行っている。断面図、士層図については、手

測りにより 1/20縮尺で作図している。写真撮影は、 35mmのフィルムカメラを主に用い、モノクロ・

カラーリバーサルフィルムで記録し、また補助的にデジタルカメラを用いて記録をおこなった。

第 2節 基本層序（第6・7・8図参照）

調査地は標高 37m~  49 mの丘陵上にあり、東西方向に見ると西側の尾根から東側の埋没谷へと

下る地形で、傾斜角度は 4゚ 前後を測る。南北方向では北の山裾に向い下っており、傾斜角度は調

査地の東側で約 11゚ 、西側では傾斜約 15゚ を測る地形となっている。

ここでは、第 1次調査区の東南壁・西壁（第 6図）、第 2次調査区の南壁（第 7図）、第 4次調査

区の南壁・北壁（第 8図）の士層断面から基本層序の記述を行うこととする。

調査地全体としては、表上は果樹園の耕作土であるが、地形に沿って谷部や山裾に向かう流土層

が認められる。また、頻繁に地山をブロック状に含むことが観察されたことから、開墾に至って遺

構面が削平された状況がうかがえ、とくに 1次調査区南西部に大きな削平痕が認められる。尾根上

となる西側では、表士の直下で地山層が確認できる。地山層としたものは、黄色系の粘上層及び花

岡岩起源の風化礫層である。

遺構埋士は、黒色系と灰色系の土に大別でき、この違いから 2時期の遺構があることが想定でき

る。黒色系埋土の遺構としては、第 1次調査区の SD20-8~ 11、13、27、SD20-6、第 3次調査区の

SD24-1があげられる。灰色系の遺構として、 SD24-2が上げられる。また、士坑やピット群は灰色

系のものが多い。東側の埋没谷では、谷の埋士の最上位に礫を多く含んだ黒色粘士層が堆積してお

り、これを基盤に灰色埋士の遺構が開削されており、その下面で黒色系埋土の遺構を検出している。

よって埋没谷においては、 2面で遺構が確認された。これより下位の埋没谷の堆積については、砂

質の堆積層に大ぶりな礫が増え、安山岩系の拳～人頭大の転石を多く含むようになる。

谷部の埋没時期については、後述する谷の西肩に開削された SD20-8~ 11・13・27及び谷の埋士

から出土した遺物から判断して、弥生時代前期以降に埋没がはじまり、弥生時代後期にはほぼ埋没

が完了していたと考えられる。
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第 3節第 1次調査区の遺構。遺物

概要（第9・10。11図）

埋没谷の西端に沿って弥生時代後期所産の SD20-7。8・9・10・11・13・27、SD20-6の他、 SD20-

22・23の北西方向に伸びる溝跡を確認した。埋没谷の中では弥生時代に所属する SD20-25・26及び谷

埋没土に開削され中世所産と見られる SD20-3・4・5を確認した。西側に広がる微高地上では、土坑類

や柱穴が比較的まとまって確認されているが、出土遺物については極少量である。埋土等の特徴によりこ

れら士坑類については中世を主体とする所属時期が考えられる。また SX20-1・4については西側となる

第 3次調査区へと展開する弥生時代後期及び中世の遺構も確認している。

出士遺物（第 9図）は、谷の埋士中から出上した弥生土器である。 1は突帯文系の甕で口縁部及

び貼付突帯に刻目を施している。やや厚めの器壁に直立気味の器形で、色調は赤褐色に発色し、胎

上はやや粗く、砂粒及び金雲母を含む。時期は前期前葉である。2は、広口壺で水平に開く口縁を持ち、

ロ縁端部には強いヨコナデを施す。色調はにぶい赤褐色で、胎上は金雲母を含んでいる。時期は弥

生時代後期である。このことから、谷部を基盤層とした遺構は、弥生時代後期以降に開削されてい

ることがうかがわれる。

DSD20-26(第 12図）

『1

仁~=ヨ

゜
第9図 第 1次調査区埋没谷出士遺物 (S=l/4)

戸 2
20cm 

調査区東端部、標高 36.2~ 38.8 mで検出した北方向に走る溝である。幅約 1.2m、やや蛇行気味

に南北方向に伸びて約 10mに亘って検出した。深度は 20~ 40 cmを測り、基底部は凹凸が多いもの

の比高差 2.3mの傾斜で北方向に下っている。断面は台形を呈し、埋土は褐色形の粘質上、風化礫を

多量に含む。また、部分的に人頭大～ひと抱え大の安山岩系の転石が認められる。出士遺物がなく詳

細な時期は不明であるが、遺構は谷の最終埋没層よりも下位で認められ後述の SD20-8~ 11、13、27、

SD20-6同様に第 2面に相当する遺構であることから、弥生時代後期以前の所産と考えられる。

SD20-7・8・9・1 0霞 11・13・27(第 13・14図）

調査区東寄り中央、標高 37.8~ 40.03 mで検出した。埋没谷西肩で北西方向に走る溝で、複数に分

岐をするが、幹線になる幅 80cm程度の規模の溝が 2条併走する。深度は南側で最深 50cmを測るが、

北側では削平のためか20cm程度になる。基底部は延長 18.4mに対し比高差2.2mの傾斜で北方向に下っ

ている。残りの良い南側では 2段掘りになっており、下部は断面 U字形を呈している。埋士は黒及び暗

褐色を呈するシルト層で、砂粒や拳大の礫を多く含む。また、北東の谷部へ下るような小規模な支流が認

められる。遺構の所属時期については、一部中期に遡るものもあるが、壺、甕の口縁端部及び高杯脚端

部の形状や、甕底部は平底を星しており、甕体部で肩の張る形状などから、弥生時代後期後半と考えら

れる。所属時期は以下の遺物から弥生時代後期後半と考えられる。

出士遺物については 3・4・6~ 13はSD20-8、5はSD20-7から出士した（第 13図）。 3は弥生士器

壺で器壁は薄く水平方向に開く口縁を持つ。明赤褐色に発色し胎土には砂粒及び雲母を含む。 4は弥

14 



＼  

＼  
＼  

叫
~
 

oo
o 

>
-

-
'

4
7

4
3

0
-

②
 

竺

虹

亨

:  

＼  

¥  
!
O
m
 

(S
~

l/
2

3
0

) 

第
1
0
図

第
1
次

調
査

区
第

1
面

遺
構

配
置

図
(S
=l
/2
30
)

※
網
掛
け
は
埋
没
谷
の
範
囲
を
示
す
。



＼  

鳳

凸

1 6  

~
 

~
 

¥  

S
D
2
0
-
2
7
 

戸

□  

＼  

¥  
1
0
m
 

(
S
=
l
/
2
3
0
)
 

第
11

図
第

1
次

調
査

区
第

2
面

遺
構

配
罹

図
(S
=l
/2
30
)



~ 戸三

／
人
＼
一

a
@
 

，
 

a
R
 

SD20-26 

0 2m 

I I I I I I I 
(S=l/100) 

a ， 

38. 400m 

w 

SD20-26 

1. 10YR3/J黒褐色粘七

2. 10¥「R4/l褐灰 +!OYRS/6黄褐粘質シルト ~1-5mmの風化礫を多量に含む SD20-6埋土

3-1. 7.5Y4/2灰オリープ +10YR6/6明黄褐シルト 谷埋上

3-2. 10¥「R4/l褐灰+10YR6/6 !Jl黄褐粘質シルト水和グライ化谷坪士

4. 10YR4/2にぶい黄褐シルト～粗砂 が5-!0cmkの礫を 50%以上含む谷埋土

5. 2. 5¥「R7/1灰白 2. 5Y6/8明払褐が班状に入る 粘質シルト 地山

lm 

(S01/10) 

第 12図 SD20-26平・断面図 (S=l/100・40)

17 



生士器甕で、口縁から体部にかけてくの字に曲がる。 口縁部はヨコナデで整形し、体部外面にハケ調整、

内面はナデ調整である。にぶい褐色を呈し胎土には砂粒、雲母、赤褐色粒を含杜。 5は弥生土器高杯

の口縁部、口縁端部が小さく外反している。色調は明褐色に発色し、胎土に砂粒を含む。 6は弥生土器

甕の底部で、調整は外面はヘラミガキ、内面はヘラ削りである。外面が媒化している。胎上には砂粒及

び赤色粒を含む。 7は弥生土器脚部、手捻り成形のもので製塩土器と考えられる。胎上は砂粒をほとん

ど含まない精良なものが用いられ、色調は明赤褐色に発色し、よく焼き締まる。 8は弥生土器甕の底部で

ある。底部が上げ底になっている。内外面は磨滅し、色調は赤褐色に発色し、胎土には砂粒及び雲母、

角閃石を含む。弥生時代中期以前の所産と考えられる。 9は弥生上器高杯の杯部で、外面に分割ヘラ

ミガキ、磨滅が大きいが内面にヘラミガキ痕が残る。円盤充填より杯部を成形している。胎土は明赤褐色

を発色し砂粒及び雲母を含む。 10は弥生士器高杯の杯部で、外面のヘラミガキは 4分割で施されてお

り、内面は磨滅が大きいがヘラミガキ痕を残す。円盤充填による成形である。胎士は明褐色を呈し砂粒及

び角閃石を含む。 11は弥生上器高杯の脚部で、外面に縦方向のヘラミガキと端部に強いヨコナデを施し、

内面は磨滅している。胎土は明赤褐色を発色し砂粒及び金雲母を含む。 12は弥生士器高杯の脚部で、

内外面ともナデ調整で、色調は明赤褐色に発色し、胎士に砂粒及び雲母を含む。 13は砂岩製の叩き石、

片側面に弱い窪みが連続する。拳大よりやや小ぶりな扁平の楕円形を呈し、重量は 234gである。投弾

の可能性を残す。

ー一玄一

゜

~~,r: 
==----::-:::-'V~. ,・・ ~---v. 

二

口

、こ'8

二~~、'~,,

20cm~ ~"~12 ゜
5cm 

第 13図 SD20-7・8出士遺物 (S=l/4、1/2)
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38. 100m SD20-11 
IV 

0 2m 

I I I I I I I 
(Scl/100) 

E 1. 10YR3/1黒褐色粘質シルト 礫を多試に含む

2. 2. 5Y4/2賠灰黄色粘士～細砂

3. 2.5Y4/l黄灰色シルト～粗砂

峠 -10Gill大の礫を底付近に 20%含む

4. 10YR3/l黒褐色粘質シルト 粘土質

5. 10YR4/l褐灰色粘質シルト ¢l-3cm大の礫を多最に含む

6. JOYR4/l褐灰色粘士谷埋土、遺構基盤層

7. lOYRS/8黄掲色粘士地山、遺描基盤屈

b' 

E 

1. lOYR3/3暗褐シルト ¢5 - JO cm大の礫を 50%以上含む

2. 10YR3/3暗褐シルト ゅ5-10 Clll大の礫を 50%以上含む

3. 10YR3/4暗褐シルト 上面にが 5Clll以下の礫を 20%含む

4. lOYR3/4暗褐シルト 上面に ¢5cm以下の礫を 20%含む

5. lOYR5/3にぶい黄褐色シルト～極細砂地山

6. 10YR6/6明黄褐色シルト～極細砂 黄色系地山

lm 

第 14図 SD20-7・8・10・11・27平・断面図 (S=l/100・40)
(S=l/40) 
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S020-6(第 ・15・20図）

調査区中央、標高 38.14~ 40.92 mで検出した北西方向に走る溝である。幅約 0.4~ 1.2 mの規模を

持ち、基底部は延長 3.5mに対し比高差 2.5mの傾斜で下る。調査地の中央で SD20-1。2と合流し溜ま

り状となる。その後、北方向では 2条に分岐している。深度は 30cm程で断面は U字形であるが、微高

地側の西壁が段掘りとなる箇所がある。埋士は黒褐色シルト層で拳大の礫及び弥生土器を多く含む。所

属時期は以下の遺物において、甕口縁端部、やや張る肩部、底部が平底を呈すること、高杯の長くない

ロ縁部から弥生時代後期中葉と考える。

出上遣物については（第 20図）、 14は弥生上器甕、器壁は薄くクの字に曲がる口縁部で、やや肩が

張り丸みを帯びた体部を持つ。短めの口縁部で端部はやや強いヨコナデが施される。体部内外面とも磨

滅しているが、外面にハケ調整が残る。色調は褐色に発色し、胎土には砂粒及び雲母、角閃石を含む。

15は弥生士器甕底部である。平底を呈し薄い器壁のもので、内面にヘラ削りが施されている。色調は明

赤褐色を呈し胎士には砂粒及び雲母が認められる。 16は弥生士器高杯、ほぼ水平方向に広がり外反す

る口縁部を持つ。杯部内外面ともに分割ヘラミガキが施されている。色調は明赤褐色に発色し、精良な胎

土が用いられているが砂粒及び雲母、角閃石が認められる。

SD20-22、23(第 16図）

調査区西側南中央、標高 41.76~ 44.31 mで断続的に検出した北西方向に伸びる溝である。幅が 20

~ 40 cmの規模を持ち、基底部は延長 1.8mに対し比高差 1.76mの傾斜で下る。 SD20-22-1、SD20-

22-2、SD22-23とは約 2m程の間隔を空け、また北西方向に向きを変えている。いずれも拳大から人頭大

の角礫を多く含み、転右との判別が難しいが排水機能を持たせた石組遺構の可能性が考えられる。断面

はU字形を星し、深度は 20cm程度である。出土遣物はない。所属時期については中世の所産とみられ

るテラス状遺構 (SD24-2)を迂回するようにも見えることから、その観点が考えられるが、 SD20-6、8、10、

SD24-1と同じ方向を示すことから弥生時代後期後半のものと想定しておきたい。

SD20-3(第 17図）

調査区東側、谷埋士の上面より切り込む第 1遺構面に属する溝で、標高 38.94~ 39.18 mで検出した。

北西方向に伸び、検出長 8.7m、幅 70cm、深度 10cm程度である。断面は船底形を呈し、暗褐色シル

ト層の単層で充填する。基底部は比高差 6cm程度で連続しないことから第 2遣構面の SD20-6、SD20-8

などと性格が異なる。出土遺物には弥生土器片及び上師質土器片がある。所属時期については、検出

面及び出士遺物から中世を中心としたものと考えられる。

SD20-4(第 17圏）

調査区東側、谷埋上の上面より切り込む第 1遣構面に属する溝で、標高 38.34~ 38.99 mで検出した。

北方向に伸び、検出長 3.5m、幅 30cm、深度 10cm程度で、基底部は比高差 50cm程度の傾斜を測る。

断面は船底形を呈し、埋士については、谷の基盤層と酷似した黒色シルトに砂礫を含む層である。出士

遣物には弥生上器片がある。所属時期については、埋土の特徴及び出士遺物から弥生時代後期の所産

となるが、検出面からは中世を中心とした所属時期と考えたい。
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l. 10YR4/3にぶい黄褐色極細砂

2. 黄色系地山
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l. 1DYR2/3黒褐色シルト～細砂 f 10 crn大の礫を 20- 30%含む

弥生土器片を多く含む

2. 黄色系地山

0 2m 

I I I I I I I 
(S=l/100) 

b 
40. OOOm 

w 

b' 

SD20-2 

1. lOl「R4/2灰黄褐シルト～極細砂

2. IOYR5/4にぶい黄褐極細砂～細砂

3. 10YR5/ 4にぶい黄褐色

4. 黄色系地山

Im 

(S=l/40) 

第 15図 SD20-1・2・6平・断面図 (S=l/100・40)
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7. JOYR5/4にぶい黄褐極細砂～細砂

26. 10YR5/6にぶい黄褐シルト～細砂地山プロックを 50%含む

28. 2. 5Y5/4黄褐シルト～極細砂 27層をプロック状に 50%含む

29. 2. 5Y5/ 4黄褐極細砂地山ブロックを 10%含む

30. 2. 5Y4/4オリーブ褐色シルト～極細砂 地山

31. 10YR4/3にぶい黄褐細砂 <f,5-!0mmの礫を 50%含む

45. 2. 5Y4/4オリープ褐色シルト～極細砂

ゅlllllilの白・黒色粘土を 5%ずつ含む鉄分沈着地山

SD20-22 
a 

14. !OOm 

IV 

SDZ0-22 a' 

E
 

I. 5YR4/4にぶい赤褐色シルト～極細砂

</> 5 -20 cmの礫を 50%程度含む 礫は暗渠の組石の可能性あり

2. IOYR5/6黄褐極細砂～細砂地山

Im 

;/ (S=l/40) 

” 

2m 

(Scl/60) 

第 16図 SD20-22・23平・断面図 (S=l/60。40)
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SD20-3 

39. 300m 

E 

1. J OYR3/3暗褐シルト～極細砂

土師質の士器片（弥生か）含む

2. 10YR3/2黒褐粘土～シルト

心1cm)cの礫を 5~10%含む谷埋上

SD20-4 

39. 堕
w 

麟
1. 10YR3/2黒褐シルト～粗砂

ゆ10cm程度の礫を 50%以上含む

2. 10YR3/2黒褐粘土～シルト

~1 cm大の礫を 5-10%含む谷埋士

~ 

SD20-5 

悶

39. 600m 

S N 

饂
1. 10YR4/3にぶい黄褐色シルト～極細砂

2. 10YR3/2黒褐粘土～シルト

~1 cm大の礫を 5-10%含む谷埋土

Im 

(S=l/40) 

第 17図 SDZ0-3・4・5平・断面図 (S=l/40)
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SD20-5(第 '17図）

調査区東側、谷埋土の上面より切り込訂第 1遣構面に属する溝で、標高 38.84~ 39.62 mで検出した。

北東方向に伸び、検出長 3.7m、幅 15cm、深度 10cm程度で、基底部は比高差 67cmの傾斜を測る。

断面は U字形を呈し、にぶい黄褐色層である。出士遺物はない。所属時期については、検出面及び埋

上の特徴から中世を中心としたものと考えられる。

SD20-14(第 18図）

調査区中央、標高 39.32~ 39.99 mで検出した遺構である。深度 20cm、長軸 1.2m、短軸 0.9mの

楕円形を呈する土坑に南北及び東方向に小規模な溝状遺構が付く。断面は東側にテラスがつく段掘りに

なっている。埋土は 2分割され上層は暗褐黄シルト質土、下層はこれにやや粘質を帯びた層となっている。

出士遺物には土師質土器片がある。所属時期は、出土遣物及び埋土の特徴から中世の所産と考えられる。

3D20-24(第 18図）

調査区東側、標高 38.0 ~ 38. 95 mで検出した遺構である。深度 25cm、長軸 3.25 m、短軸 1.65 

mの不整形な楕円を呈する。断面は東側にテラスがつく段掘りになっている。埋士は拳大の礫を含恥黒

褐色粘質上を基調とするが、西側の壁面には礫を含まず黄褐色士が堆積している。出土遺物には弥生士

SD20-14 SD20-24 

39. 900m 

IV E
 

I. !OYR4/2暗褐黄シルト

2. IOYR4/2暗褐黄粘質シルト

3. IOYR5/8黄褐粘士～極細砂 ―地山

ー J 爪s 

39. 500m 

w 

1. 2. 5Y3/ l黒褐色粘土～シルト ~5 - 20 cmの礫を 20%含む

2. lOYR3/2黒褐色粘質シルト（微贔に 10YR5/8黄褐色を含む）

3. 10YR5/8黄褐色粘士中に極細砂地山

Im 

(S=!/40) 

第 18図 SD20-14・24平・断面図 (S=l/40)
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器片がある。所属時期は、出土遺物及び埋上の特徴から弥生時代後期の所産と考えられる。

SK20-18 (第 19・20図）

調査区南寄り中央、標高 39.88~ 40.1 mで検出した土坑である。平面は不整形な円形を呈し、深度 5

cm、長軸方向 0.76 m、短軸 0.5mを測る。断面は船底形を呈し、埋土は灰黄褐色上の単層である。

所属時期は、図化した弥生士器が出土しているが、埋士の特徴により中世の所産と考えられる。

出土遣物（第 20図）については、 17の弥生土器底部がある。甕の底部で器壁は厚く、内面にヘラミガ

キ痕が認められる。色調はにぶい褐色に発色し、胎士には砂粒を含む。小片であるが以上より弥生時代

中期以前の所産と考えられる。

SK20-22(第 19・20図）

調査区中央北側、標高 38.2mで検出した土坑である。平面は楕円を呈し、深度 20cm、長軸方向 0.76

m、短軸方向 0.5mを測る。断面は船底形を呈し、埋土はにぶい黄褐色士である。出上遺物には図化し

た土師器があるが、所属時期は埋上の特徴から中世の所産と考えられる。

出土遺物（第 20図）については、 18の土師器杯がある。底形 12cmの貼付高台を持ち、古代の所産

と考えられる。

SK20-65(第 19・20図）

調査区西側北寄り、標高 39.7~ 40.15 mで検出した士坑である。深度 20cm程度、長軸 1.2m、短軸 0.94

mの円形を呈し、南西方向に浅い溝状遺構が付く。断面は緩やかに北側へ下り、船底形を呈す。埋土

は2分割され、上層は灰黄褐色上、下層は明黄褐色の粘質士が堆積する。出上遺物には士師質士器

片がある。出士遺物には図化した土師器があるが、所属時期は埋土の特徴から中世の所産と考えたい。

出士遣物（第 20図）については、 19の平高台の土師器底部がある。色調は橙色に発色し、胎士には

砂粒及び赤色粒を含む。古代の所産と考えられる。

SK20-79(第 19・20図）

調査区西側南寄り、標高 40.77 ~ 40.8 mで検出した上坑である。平面は円形を呈し、深度 20cm、長

軸方向 0.82m、短軸方向 0.66mを測る。断面は台形を呈し、埋士は灰色士、壁面に近いところでは暗

褐色上である。 SK20-48を切り込み構築されている。出士遺物には骨片と、図化した弥生土器片があるが、

所属時期は埋土の特徴から中世の所産と考えたい。

出士遺物（第 20図）については、 20の弥生上器壺頸部がある。やや薄めの器壁にやや丸みの帯び

た肩部に直立する頸部が付く。色調は明褐色を発色し、良く焼き締まっている。胎土には砂粒及び雲母、

角閃右を含む。弥生時代後期の所産と考えられる。

SX20-1(第 19・20図）

調査区中央西端、標高 41.77 ~ 42.66 mで検出したテラス状遺構である。北端は第 3次調査の SD-

24-2の東端に繋がる。南側の斜面をカットし、傾斜角 40゚ 前後で斜面を切り落とし、テラスを設ける。埋

上は黒褐色士で、底付近において中世土器片を多く含む。テラスの奥行きは 2m足らずである。壁面の

下端に沿って幅 20~ 30 cmの溝が認められる。溝の深さは 6cm程度である。また、テラスの北側には北

西方向の同規模の溝が認められる。また、テラス基底部には幅 20cm程度の北西方向の溝が認められる。

25 
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口

＼
 

40. 200m 

s z
 

1. 10YR4/2灰黄褐色極細砂～細砂 弥生土器片を含む

2. 黄色系地山

¥ SK20-22 

口
39. OOOm 

IV E
 

I. JOYR4/3にぶい黄褐色シルト

中世の土器片出士

2. 2. 5Y4/2暗黄灰シルト黒色谷埋土

ー
SK20-79 

41. !OOrn 

IV 

1. 薄グレー遺措の埋土 土器片多く出土

2. 10YR3/4暗褐シルト 遺構の埋土

4. !OYR5/8黄褐粘土～極細砂地山

SK20-65 SX20-0l 

三

40. 300m 

s z
 

1. 10YR5/2灰黄褐シルト

2. 10YR7 /6明黄褐粘質シルト

3. 10YR5/8黄褐粘土～極細砂地山

＼
 

＼ 。 o' 

z
 

にコ流土

ビコ遠構埋土

二地IIIかつ造構面

1. 表士
3. 10YR5/6黄褐極細砂
6. 10YR4/4褐色極細砂 0)Clll以下の白色粒を 3%含む流土
7. 10YR3/3暗褐極細砂～細砂 ¢5cm以下の礫を 5%含む中世の土器を多く含む SXOl埋土
8. 2. 5Y4/2暗灰黄細砂～中粒砂 中世の士器を多く含む SXDl埋土

第 19図 SK20-18・22・65。79平・断面図 (S=l/40)

lm 

cs~1;40) 
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東端部には径 30cm程度、深さ 3cmの柱穴が認められる。出土遺物は図化した上師質上器などがある。

所属時期は、埋土及び出上遺物から中世の所産であると考えられる。

出士遺物（第 20図）については、 21の上師質土器杯がある。口径 10.8cm、器高 2.6cmを測る。回

転ナデで整形するが、底部の切り離しは磨滅のため不明である。色調は浅黄橙を発色し、胎士は砂粒及

び赤色粒を含む。

SX20-4(第 20・21図）

調査区西側南端、標高 47.4~ 48.03 mで検出した溝状遺構。西端は第 3次調査の SD-24-1の東端

に繋がる。深度は 40~ 50 cmの規模を持つ。断面は台形で、埋上は 3層に分層され、 5cm大の礫を含

む黒褐色及び暗褐色土で、下層につれて砂質になる。また、これに直交し北東方向へ下る幅 40~ 50 

cm程度の支流が付く。出土遺物は図化した弥生士器片がある。所属時期は、出士遺物から弥生時代後

期と考えられる。

出士遺物（第 20図）については、 22の弥生土器脚部がある。端部を上下にやや拡張し、断面は三

角形状を呈す。色調は鈍い褐色に発色し、胎土は砂粒が含まれる。
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第20図第 1次調査区出土遺物 (S=l/4)

27 



a
 

49
. 
DO
Or
n 

II 
E
 

2 8  

□
 表

十

-
〗
包
含
・
屈

巨
□

遣
構

埋
上

に
□

地
山

＼  

1. 
表

土

2. 
7. 

5
Y
R
4
/
3
褐

色
シ

ル
ト

地
山

プ
ロ

ッ
ク

を
5
%
含

む

3. 
1
0
Y
R
6
/
8
明

黄
褐

粘
士

～
細

砂

1. 
1
0
Y
R
1
/
4
褐

色
粘

土

5. 
7. 

5\
「6
/1
炭
色
極
細
砂

10
YR

6/
6
り
］
黄
褐
を
班
に

1
0
%
、
白
色
粒

(
~
1
-
2
m
n
1
)
を
5
%
含
む

6. 
2. 

5
Y
4
/
3
オ

リ
ー

ブ
褐

粘
士

～
極

細
砂

7. 
1
0
Y
R
5
/
6
黄

褐
粘

士
～

細
砂

¢
5
 c
m
以

下
の

礫
を

1
0
%
含

む

8. 
1
0
Y
R
3
/
3
暗

褐
シ

ル
ト

9. 
1
0
Y
R
2
/
3
黒
褐
、

1
0
Y
R
3
/
3
暗

褐
シ

ル
ト

班
状

に
5
0
%
ず

つ
含

む

10
. 

1
0
Y
R
2
/
2
黒
褐
シ
ル
ト

ゅ
5
c
m
人

の
穀

を
5
%
含

む

11
. 

10
¥「
R
3
/
3
暗

褐
シ

ル
ト

～
極

細
砂

心
5
c
m
大

の
礫

2
%
含

む

12
. 

1
0
Y
R
3
/
3
暗

褐
シ

ル
ト

～
祖

砂
"
1

c
m
以

下
の

礫
2
0
%
、
¢
1
0
c
m
大

の
礫

1
0
%
含

む

13
. 

地
山

a'
 --

I
m
 

(S
=l
/4
0)
 

第
21

図
S
X
Z
0
-
4
平
・
断
面
図

(1
/4
0)



第 4節第 2次調査区の遺構パ置物

概要（第 23図）

調査区の北端において第 1次調査区から伸びる SD20-8・9 (SD23-4) 及び SD20-6 (SD23-3) を確

認した。削平の影響を被っており詳細は不明だが、地形に制約されやや東方向に向きを変えるようである。

また、同様に第 1次調査で確認された SD20-25・26がさらに南側へと延伸するのを確認した。その他に

ついては若干の土坑状遺構を確認したに留まる。

SR23-1 (第 24図）

調査区南側、標高 41~ 48.8 mで検出した北東方向に走る溝跡。第 1次調査の SD20-25、26に繋が

るもので調査時は流路として検出し、調査の結果出土遺物がないことから、平面検出のみに留めた。自

然流路の可能性もあるが、 SD20-25・26と同様に溝の側壁の立ち上がりから判断して溝跡の可能性も考えら

れる。

出土遺物（第 22図）

遺構に伴うものは皆無であるが、表採並びに攪乱士中及び遺構検出中に出土したものを報告する。 23

は攪乱土中の出土遺物で、上師質上器杯である。口径 8cmを測る。色調は浅黄橙色に発色し、胎上は

砂粒をほとんど含まない精良なものを用いている。 24は遺構精査時の出土遺物で、士師質上器杯であ

る。口径は 11.6cmを測る。色調は橙色に発色し、胎士は砂粒をほとんど含まない精良なものを用いてい

る。 25は表採遺物で、上師質土器足釜の口縁部、鍔部を欠損している。内面に板ナデの痕が認められる。

色調は明赤褐色を発色し、胎士には砂粒を含む。 26は出士状態不明遺物で、士師質土器足釜の口縁部。

鍔部の下端に爪形の圧痕が認められる。内面はハケ調整である。色調は明赤褐色に発色し、胎士には

砂粒及び金雲母を含む。 27は攪乱土中の出上品で、土師質土器鍋の口縁部である。口緑端部に強い

ョコナデを施している。色調は橙色に発色し、胎士には砂粒及び金雲母を含む。 28は遣構面精査中の

出土遺物で、磁器製の猪口である。黒、黄、桃色で染付し、上絵に金色を用いている。高台の中には

清水の銘がある。 29は攪乱士中の出上遺物で、備前系陶器壺である。青備前で内面に黒褐色の自然

釉がかかる。 30は出士状態不明遺物で、サヌカイト製の石鏃である。凸基式であるが、先端及び

基部を欠損している。重量は 2gを測る。

ミ□戸ク~3 ~-i 
Fや登 111

I'  

ニ~\j'' 
造
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25 30 
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＼ ゜
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゜
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第22図第2次調査区出土遺物 (1/4・1/2)
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1. 10Y~2/l 黒粘土粘性強 しまり強 ~20 cm大の角礫を多く含む

2. 10YR2/2黒褐色粘土粘性強 しまり強

3. 2. 5Y5/3黄褐色粘土粘性強 しまり弱
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第 24図 SR23-1, SD23-'3・SK23-23平・断面図 (S=l/40)
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第 5節第 3次調査区の遺構R遺物

概要（第 26図）

第1次調査区から延伸する弥生時代後期の溝SD24-1及びSD24-2の中世のテラス状遺構が中心となる。

その他上坑、柱穴が比較的まとまって検出されている。時期については不詳であるが、埋士等の特徴か

らすれば中世の所産が主体となると考えられる。

SD24-1-1・1-2・6・7(第 25・27図）

調査区東側南端、標高41.93~47.69mで検出した。北西方向に基本複数条が併走して走る溝である。

幅約 3.3mの規模を持ち、基底部は延長 29.5mに対し比高差 5.3mの傾斜で下る。溝は基底部で二条

ないし三条に分割されており、このうち堆積状況から最も古相となる西側の SD24-l-2は幅 30~ 50 CIIlの

規模で直線的に伸びている。そして標高の低い東側の SD24-1-1、SD24-6、SD24-7では、やや蛇行し

つつ複数に分岐しながら北西へと下っている。断面は SD24-1-2がU字形ないし台形を呈し、その他は

船底形ないし台形を呈している。埋土は最上位に黒褐色土、その下位に SD24-l-2の埋土である黄褐色

士が堆積する。さらに最も東側の SD24-7・6は鈍い黄橙色土でやや鈍い橙色上を含む堆積で充填されて

いる。出土遣物は下記に図化した弥生土器等である。所属時期については出士遺物及び埋士の特徴か

ら弥生時代後期後半以降の所産と考えられる。

出士遺物（第 25図）については、 31は弥生士器甕である。薄い器壁でやや丸みを帯びた肩部を持

つ磨滅しているが、内面体部上半はナデ、下半はヘラ削りの痕がみられる。色調は明褐色に発色し胎士

は砂粒含恥。 32は弥生土器甕の体部片である。内外面とも磨滅している。色調は褐色を発色し、胎上に

は砂粒及び雲母、角閃石を含む。 33は壺形上器ないし特殊器台の口縁部である。口径 30CIIlに復元され、

やや厚めの器壁を持つしつかりした作りの個体である。 口縁部は大きく外側に開き、端部は丸く仕上げ下

端は垂下する。内外面とも磨滅しているが、口縁部内面に 4~5mm幅を単位とする縦位のヘラミガキが認

められる。色調は橙色に発色し、胎士は赤色粒を含む精良なものを用いている。在地にはない器形及び

胎土から搬入品と考えられる。

口 冒冒／
--t-

、、 32 ゜
20cm 

第25図 SD24-1出土遺物 (S=l/4)
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第 27図 SD24-1・6・7・ ベルト①②③④⑤平。断面図 (1/150・40)
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第 28~ 30図）

調査区北部、標高 41.59~ 42.0 mで検出したテラス状遣構。等高線にほぼ併行し長さ 20.8mの規

模で斜面側をカットし、テラスを造りだしている。カットされた壁面は 37°~55゚ の傾斜を持つ。テラスの

奥行は 4.4m、西方向で狭くなり東方向ではL字に折れ入隅となっている。南側の斜面をテラスの壁面の

下端に沿って 30~ 60 cm幅で、深さ 5~ 15 cmの溝跡が開削されている。この壁面下端の溝跡はコの字

ないし T字状に平場に配されている。またこれに平行ないし直交するように L字 (SD24-2―⑥)及び T字

(SD24-2―⑦)が認められる。これらは土留め用の壁溝及び何らかの区両溝の可能性も考えられるが、少

なくとも南北方向では北方向に比高差がついており、排水の機能を持たせているとも考えられる。柱穴に

ついては根石あるいは根巻石と考えられる石を伴なったものが認められ一定の深度を持つものがあるが、

柱筋が整うものがなく建物としての復元は難しい。埋土については上層を中心に北方向へ下る流土とみら

れる黄褐色系あるいは灰黄褐色士が充填されていることが認められる。一方で東部を中心に地山を含む

堆積層や集石を伴う堆積層も見られたことから、人為的に埋められた可能性が考えられる。出士遺物は混

入品と見られる弥生上器の他、中世土器がまとまって出士している。所属時期については出士遺物から中

世段階と考えられる。

出土遺物（第 29・30図）については、 34~ 36は弥生上器である。 34は広口壺でナデ調整で仕上げ、

ロ縁の内面にハケ調整を施し、色調はにぶい橙色に発色し、良好な焼成である。 35は甕の叩縁部で内

外面ともヨコナデで仕上げる。色調は橙色に発色し、胎士には砂粒及び金雲母を含む。 36は甕でくの字

に曲がる口縁を持つ。口縁部は体部外面と口縁部内面にハケ調整が施される。色調は赤黒色に発色し、

胎士には砂粒及び金雲母を含む。

38は須恵器の高杯脚部である。

37は士師器羽釜の口縁部である。内面に板ナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色に発色し、胎土に

は砂粒及び金雲母を含む。

39 ~ 51は上師質士器小皿である。 39は口径 7.0cm、器高 1.0cmを測る。口縁部は短く直立し、端部

は先細る。底部にナデ調整を施し、切り離しの技法は不明である。色調は灰白色に発色し、胎士は精良。

40は口径 7.2cm、器高 1.1cmを測る。外傾する端部は丸く収まる。色調は浅黄橙色に発色し、胎上に

は微砂粒を含む。 41は口径 7.2cm、器高 1.2cmを測る。外傾する端部は丸く収まる。底部はナデ調整

で仕上げ切り離し技法は不明である。色調はにぶい黄色、橙色に発色し、胎士には微砂を含む。 42は

ロ径 7.1cm、器高 1.0cmを測る。外傾する口縁部を持ち体部は丸く収まる。内外面は磨滅している。色

調は橙色に発色し、胎上は精良である。 43は口径 7.4cmを測る。外傾する口縁部で端部はやや先細る。

内外面とも磨滅している。色調は橙色に発色し、胎士は精良なものを用いている。 44は口径 7.4cmを測

る。外傾する口縁部で、色調は橙色に発色し、胎土は精良である。 45は口径 7.4cm、器高 0.9cmを測る。

外反するやや長めの口縁部を持ち、端部は丸く収まる。底部はナデ調整で仕上げ、切り離し技法は不明

である。色調はにぶい橙色に発色し、胎上は精良である。 46は口径 7.6cm、器高 1.1cmを測る。やや

直立する口縁部で、端部は先細る。底部はナデ仕上げで切り離し技法は不明である。色調は浅黄橙色

に発色し、胎土は精良で赤色粒を含む。 47は口径 7.8cm、器高 0.8cmを測る。外傾する短い口縁部で

端部は丸く収まる。底部はナデ仕上げで切り離し技法は不明である。色調は浅黄色に発色し、胎土は精

良である。 48は口径 7.8cm、器高 1.2cmを測る。外傾する口縁部で端部は丸く収まる。底部の切り離し

は回転糸切りによる。色調はにぶい黄色、橙色に発色し、胎土は精良で黒色粒を含む。 49は口径 7.8cm、
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第 28図 SD24-2平・断面図 (1/120・40)
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器高 1.0cmを測る。外傾する口縁部である。内外面は磨滅している。色調は浅黄色に発色し、胎士は精

良である。 50は士師質士器小皿である。口径 8.1cm、器高 0.9cmを測る。外傾する口縁部で端部は丸く

収める。内外面は磨滅している。色調は浅黄色、橙色に発色し、胎士は微砂粒を含む。 51は口径 8.2cm、

器高 1.2cmを測る。やや直立する口縁部で端部は先細る。色調は橙色に発色し、胎土は精良で赤色粒

を含む。

52 ~ 60は土師質士器杯である。 52は口径 9.6cm、器高 1.9cmを測る。外傾する口縁部を持つ。底

部は回転ヘラ切りを施す。色調はにぶい橙色に発色し、胎土は精良で赤色粒を含む。 53は口径 10.0

cm、器高 2.7cmを測る。外傾する口縁部で端部は先細る。色調は淡橙色に発色し、胎士は精良で赤色

粒を含砂。 54は口径 10.0cmを測り、外傾する口縁部を持つ。色調は浅黄橙色に発色し、胎士は精良で

赤色粒を含む。 55は口径 10.4cm、器高 2.8cmを測る。外傾する口縁部を持ち端部は先細る。色調は灰

白色に発色し、胎士は精良である。 56は口径 10.6cm、器高 3.1cmを測る。薄い器壁に外傾する口縁部

を持つ。底部の切り離し技法は回転ヘラ切りを施す。色調は灰褐色に発色し、胎士は精良である。 57は

ロ径 10.8cm、器高 2.2cmを測る。薄い器壁に外傾する口縁部を持ち端部は先細る。底部の切り離し技

法は回転ヘラ切りによる。色調は浅黄橙色に発色し、胎士には砂粒が含まれる。見込みに被熱痕が残る。

58は口径 10.9cm、器高 2.5cmを測る。薄い器壁に外傾する口縁部を持つ。底部は回転ヘラ切り後ナデ

調整を施す。色調は橙色に発色し、胎士は精良で赤色粒を含む。 59は回転ヘラ切り後ナデ調整を施す。

色調は浅橙色に発色し、胎土は精良で赤色粒を含抄。 60は口径 11.0cm、器高 3.5cmを測る。やや薄

い器壁に直立気味の口縁部を持つ。底部は回転糸切り後ナデ調整を施す。色調は灰白色に発色し、胎

上は精良で赤色粒を含む。

61 ~ 64は土師質士器口縁部である。 61は口径 11.6cmを測る。外傾する口縁部を持つ。色調は浅黄

色に発色し、胎士は精良である。 62は口径 11.8cmを測る。薄い器壁に外傾する口縁部を持ち端部は丸

く収まる。色調は灰白色に発色し、胎土は砂粒、黒色粒、赤色粒を含む。 63は口径 13.0cmを測る。器

壁の薄い外傾する口縁部を持つ。色調は浅黄色に発色し、胎士は砂粒及び赤色粒を含む。 64は口径

13.4 cmを測る。外傾する口縁部で、端部を丸く収める。色調は灰白色に発色し、胎土には砂粒を含む。

65は土師質土器底部である。回転ヘラ切り痕を残す。色調は浅黄色、橙色に発色し、胎土は精良で赤

色拉を含む。

66、76は士師質士器底部である。 66は器壁は厚く、ナデ調整を施す。色調はにぶい橙色に発色し、

胎士は砂粒及び赤色粒を含訂。 76は底径6.8cmを測る。内外面は磨滅している。色調は灰白色に発色し、

胎土は精良で赤色粒を含む。

67 ~ 70、72、73、は須恵質士器口縁部である。 67は口径 12.8cmを測る。口縁端部は先細る。胎土

は砂粒を含む。 68は外傾する口縁部で端部は先細る。胎土は精良で、調整は良好である。 69は口径

14.0cmを測る。外傾する口縁部で端部に重ね焼きの痕が残る。胎士は精良である。70は口径13.8cmを測る。

外反気味の口縁部で、端部は丸く収め、重ね焼きの痕が残る。胎士には微砂粒を含む。 72は薄い器壁

で外傾する口縁部で端部は先細る。口縁端部に重ね焼き痕が残る。胎土に砂粒を含む。 73は器壁は薄

く外傾する口縁部で端部に重ね焼き痕を残す。胎土に砂粒を含杜。

71は須恵質士器杯である。口径 14.2cm、器高 3.8cmを測る。外傾する口縁部で端部は先細り、重ね

焼き痕が残る。底部は回転ヘラ切り後ナデ調整を施す。胎土は精良である。

74は須恵質士器椀底部である。底径 5.2cmを測る。胎土に微砂粒を含む。 75は須恵質上器椀底部
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第 29図 SD24-2出土遺物① (S=l/4) 
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である。底径 5.8cmを測る。貼付高台で内部は磨滅している。胎上に砂粒を含む。 77は瓦器椀である。

ロ径 12.6CIIIを測る。外面はナデ調整、内面は磨減している。

78 ~ 89は上師質土器鉢である。 78は片口が付き、体部から口縁部にかけて直線的に外傾し、口縁端

部は断面が方形状になっている。また口縁の内外面が媒化している。色調はにぶい黄橙色に発色し、胎

土は砂粒を含訂。 79は口縁部である。上方向に摘み上げている。口縁部に重ね焼き痕が残る。色調は

にぶい黄橙色に発色し、胎土に赤色粒を含む。 80は口縁部である。直線的に外傾し、口縁端部は断面

方形で外側に短く摘まみ出す。色調は褐灰色に発色し、胎上には粗い砂粒を含む。 81は口縁部である。

ロ径は 25.4CIIIを測る。頸部から屈曲し口縁端部を上部に摘まみ上げる。口縁部に重ね焼きの痕が認め

られる。色調はにぶい黄橙色に発色し、胎士に砂粒と赤色粒を含む。 82は底部である。底径は 11.0CIII 

を測る。外面はナデ調整、肩に回転ヘラ削りを施す。色調は橙色に発色し、胎上は砂粒を含む。 83は

片口が付き、口径 19.5CIII、底径 9.8CIII、器高 7.8CIIIを測る。体部から口縁部にかけて直接的に外傾し、

ロ縁部は断面方形で端部をわずかに外側へ摘まみ出す。内外面ナデ調整を施す。色調は灰黄色に発

色し、胎士に砂粒及び黒色粒を含む。 84は口径 20.0CIIIを測る。口縁部にかけて外傾し端部は回転ナデ

により外側及び内側に掻きだされている。色調は灰白色に発色し、胎上には砂粒及び黒色粒を含む。 85

は口径 25.2CIIIである。口縁部にかけて外傾し屈曲しながら口縁部にいたる。口縁端部は上方に摘まみ上

げている。色調は灰白色に発色し、胎士は砂粒及び黒色粒を含抄。 86は口縁部にかけて外傾し、口縁

端部は外側へ断面三角形に肥厚する。色調は灰白色に発色し、胎土は砂粒及び黒色粒を含む。 87は

ロ縁にかけて外傾し、端部は断面方形になる。 88は口縁部にかけて外傾し、端部は外側にわずかに摘

まみ出す。体部外面に回転ヘラ削りを施す。色調は灰黄色に発色し、胎士には砂粒及び黒色粒を含む。

89は口縁部である。口縁部にかけて外傾し、端部を上方に摘まみ上げる。色調は淡黄色に発色し、胎

士には砂粒及び赤色粒を含む。

90は瓦質焼成の鉢底部である。底径 18.0CIIIを測る。胎土は灰白色で精良なものを用い、赤色粒、黒

色粒を含む。

91 ~ 106は士師質士器鍋の口縁部である。 91は口径 33.0CIIIを測る。色調はにぶい黄橙色に発色し、

胎士は粗い赤色粒を含む。 92は口径 29.0CIIIを測る。内外面にハケ調整を施し、口縁端部にもハケ調整

が認められる。色調は橙色に発色するが、内側は媒化している。胎上は砂粒及び赤色粒を含む。 92は

ロ径 24.5CIIIを測る。器壁が薄く直立する体部から緩やかに外反する口縁を持つ。内面に幅広のハケ調

整を施し、外面は指オサエ及びナデ調整で仕上げる。色調は橙色に発色し内面は媒化している。胎士に

は砂粒及び赤色粒を含む。 93は口縁部である。口径 27.6cmを測る。薄い器壁で直立する体部から緩や

かに外反する短い口縁を持つ。内面に幅広のハケ調整を施す。色調は橙色に発色し外面は媒化している。

胎士には砂粒及び赤色粒を含む。 94は口縁部である。口径 24.4cmを測る。 93と同様な口縁部を呈し、

内面はハケ調整を施す。色調は橙色に発色し外面は媒化している。胎士には砂粒及び赤褐色粒を含む。

95は内面及び口縁端部にハケ調整を施し、色調は橙色に発色する。 96は口縁部である。内面にハケ調

整を施す。色調はにぶい黄橙色に発色し、胎士には砂粒及び赤色粒を含む。 97は口縁部である。体

部外面に縦方向のハケ調整、内面に横方向のハケ調整を施す。色調は橙色に発色し、胎士には粗い砂

粒及び金雲母、赤色粒を含む。 98は口縁部である。薄い器壁で短く外反する口縁部である。色調は明

褐色に発色し、胎上には粗い砂粒及び赤色粒を含む。 99は口縁部である。色調は橙色に発色し、胎土

には粗い砂粒を含む。 100は口縁部である。色調はにぶい黄橙色に発色し、胎士には粗い砂粒を含む。
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第 30図 SD24-2出土遺物② (S=l/4) 

101は口縁部である。内外及び口縁端部にハケ調整が施される。色調はにぶい橙色に発色する。 102は

ロ縁部である。色調は橙色に発色し、体部には砂粒及び赤色粒を含む。 103は口縁部である。色調は

にぶい橙色に発色し、外面は媒化する。胎土には砂粒及び赤色粒を含訂。 104は土師質土器鍋の口縁

部である。色調は橙色に発色し、内面は媒化する。 105は口縁部である。薄い器壁に、緩やかに外反

する口縁部を持つ。内面に幅広のハケ調整を施す。色調は赤褐色に発色し、胎士には砂粒及び雲母、

角閃石を含む。 106は口縁部である。色調は明赤褐色に発色し、胎士に砂粒及び金雲母を含む。

107 ~ 119は土師質土器の足釜である。 107は口径 14.9cmを測る。鍔部が媒化し、体部内面にハケ
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調整が認められる。色調は橙色に発色し胎士には砂粒及び金雲母、赤色粒を含む。 108は鍔の端に指

オサエ、内郎に指オサエが残る。色調は橙色に発色し、胎土には砂粒及び赤色粒を含む。 109は体部

外面及び内面に縦方向のハケ調整を施す。口縁部の内面は横方向のハケ調整が認められる。色調はに

ぶい黄橙色に発色し、外面は鍔の端より媒化している。胎士には砂粒及び赤色粒を含む。 110は口縁部

である。薄い器壁を持ち、色調は橙色に発色する。胎土には粗い砂粒を多く含んでいる。 111は口縁部

である。色調は明黄褐色に発色し、胎上に砂粒を含む。 112は口縁部である。鍔部が媒化し、内面に横

方向のハケ調整が認められる。色調はにぶい黄橙色に発色し、胎上に砂粒を含む。 113は口縁部である。

色調はにぶい黄褐色に発色し、胎上に砂粒を含む。 114は脚部である。長さ 18.8cmを測り、足の脚先

端部が外方向に踏ん張る。色調はにぶい黄褐色に発色し、媒化している。 115は脚部である。色調は橙

色に発色し、外面は媒化している。胎士は粗い砂粒及び雲母、赤色粒を含む。 116は脚部である。長さ

22.2 cmを測り、足先端が先細りになっている。色調は橙色に発色し、胎士には粗い砂粒を含む。 117は

脚部である。内面に指オサエ及びハケ調整が認められる。色調は明赤褐色に発色し焼成が良好である。

胎土には粗い砂粒及び赤色粒を含む。 118は脚部である。色調は橙色に発色し、外面が媒化している。

119は脚部である。内面にはハケ及びナデ調整が施される。色調はにぶい褐色に発色し、胎士に砂粒を

含む。

120は備前焼の底部である。底径 10.6cmを測る。外面を回転ヘラ削り、底部にナデ調整を施す。色

調は灰赤色に発色する。

以下の遺物の年代観は、高松平野と周辺地域における中世上器（佐藤 2000) に拠る。

同編年における分類、皿及び杯については、底部の切り離し技法が明確ではないものの、ナデ仕上げ

の状態からヘラ切りが主体とみられ、それぞれ口径から皿 BII3~4と杯 DII5~7形式に相当すると

考える。須恵質士器については、士師質焼成のものより口径が一回り大きい、須恵質焼成の杯 DII -1 

形式が存在している。椀については、高台の矮小化した須恵質土器椀と極少量の瓦器椀が認められる。

鉢は皿杯類に比べて古い段階の鉢 D-2、3のものもあるが、これより新層の鉢 E-3、4、5形式のものまで

認められる。土師質士器鍋、足釜については、鍋Al、2及び足釜 BIIがある。以上の在地産上器に加

えて、赤色を発色する備前の存在から、 13世紀後半~14世紀前葉までを主体とした年代観が考えられる。

土坑及び柱穴（第 31~ 33図）

SD24-1あるいは SD24-2の上面より切り込んで確認された上坑である。 SK24-1・6では土師質士器片

が出上している。柱穴については径 30cm前後のものが多く、調査区の北側に集中している。ピットは

調査区全体にあるが、いずれも建物等の復元には至らない。根石或いは根巻き石として用いられたような

柱穴も散見され、特に SP24-200・208・216・218・220・227・235はSD24-2テラス状遺構の平場で集

中して認められる。また SP24-235・238では土師質士器杯や皿を埋納したと考えられるものも認められる。

出土遺物（第 33図）については、 125はSP24-235から出士した士師質士器杯である。口径 10.9cm、

器高 2.4cm、底径 6.2cmを測る。器厚は薄く、外傾する端部は丸い。回転ナデ調整で単位が明遼である。

底部はナデで仕上げる。色調は灰白色に発色し、胎上には砂粒、赤色粒を含む。 121、122、123は

SP24-238から出上した上師質土器小皿である。 121は口径 6.7cm、器高 1.05、底径 5.3cmを測る。外

傾する端部は丸く短い。ナデ調整で、底部は回転ヘラ切り技法で切り離されている。色調は外面浅黄橙

色、内面は灰白色に発色し、胎上には砂粒、赤色粒を含む。 122は口径 6.8cm、器高 0.8cm、底径 5.5
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国を測る。外傾する端部は丸く短い。ナデ調整で、底部は回転ヘラ切り技法で切り離されている。色調

は灰白色に発色し、胎土には砂粒、赤色粒を含む。 123は口径 7.0cm、器高 LOcm、低径 6。0cmを測る。

外傾する端部は丸く短い。内外面、底部にナデ調整を施し、底部の切り離し技法は不明である。色調は

にぶい橙色に発色し、胎士にはわずかに微砂粒を含む。 132はSP24-237は出士した砂岩製の叩き石で

ある。片側面に弱い窪みが連続する。拳大よりやや小ぶりな扁平の楕円形を呈し、重量は 275gである。

弥生時代後期の溝 SD20-8からの出土遺物と形や大きさなどがよく似ており、同時期の所産と考えられる。

その他出土遺物（第 33図）

124はSP24-109から出士した土師質土器小皿である。口径 6.2cm、器高 0.8cm、底径 4.6cmを測る。

外傾する端部は丸く短い。底部はナデ調整で、底部は回転ヘラ切り技法で切り離されている。色調は灰

白色に発色し、胎土には砂粒、赤色粒を含む。 126はSP24-30から出士した土師質士器足釜、脚部である。

長さ 12.9cmを測り、足の脚先端部は欠損している。色調は橙色に発色し、媒化している。胎土は砂粒を

含む。 127はSP24-212から出土した士師質土器杯口縁部である。口径 10cmを測る。外傾する器壁は薄く、

端部はやや厚く丸い。色調は浅黄橙色に発色し、胎上は精良で赤色粒を含む。 128はSD24-9から出土

した士師質士器杯の口縁部である。口径 11.2cm、器高 1.5cmを測る。外傾する器壁は薄く、端部は丸

く外面に厚く膨らむ。色調は浅黄橙色に発色し、胎上は赤色粒を含む。 129はSK24-37から出士した土

師質土器杯の口縁部である。口径 10.4cm、器高 2.4cmを測る。外傾する器壁はやや薄く、端部は細い。

底部は回転ナデ調整を施す。色調は浅黄橙色に発色し、胎士は砂粒を含む。 130はSP24-231から出

士した士師質士器杯の口縁部である。器高 2.7cmを測る。外傾する器壁はやや薄く、端部は丸い。回

転ナデ調整を施す。色調は浅黄橙色に発色し、胎土は微砂粒を含む。 131はSP24-229から出土した須

恵質土器片口土器鉢の口縁部である。器高 2cmを測る。頸部はやや緩やかに伸び、外傾する口縁端部

は丸く摘まみ上げ、外側へ断面三角形に肥厚する。色調は灰白色に発色する。
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第 6節第 4次調査区の遺構。遺物

概要（第 35図）

第 3次調査区から延伸する弥生時代後期後半の溝 SD25-6及び SD25-7の遺構が中心となる。その他

土坑、溝、不明遺構が検出されている。時期については不詳であるが、埋士等の特徴からすれば中世

の所産が主体になると考えられる。全体に出上遺物は少量である。

S025-6・7(第 34図）

調査区北東端、標高 40.58~ 40.67 mで検出した北西方向に走る溝。第 3次調査の SD24-1・6・7か

ら繋がる溝と考える。蛇行気味に南東～北西に伸び、底部には小礫が点在する。共に SD25-1に切られる。

SD25-6は検出延長 4.0m、幅 28cm、深度 48cmを測る。 SD25-7は検出延長 6.2m、幅 38cm、深度

34 cmを測る。断面は台形で、埋士は共に黒褐色上、黄褐色埋土で、 SD25-6は小礫を含む。出土遺物

は弥生土器片と士師質士器片である。所属時期は出士遺物に土師質士器片が含まれるが混入遣物とし、

第 3次調査の SD24-1・6・7から繋がる溝と考えられることから、また埋土の特徴から弥生時代後期後半

の所産と考えられる。
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I. IOYR3/2黒褐シルト質極細砂（小石含む） IOYR5/3にふい黄褐混しる

2. IOYR5/3にぶい黄褐シルト質小～極細砂（小石含む）

3. IOYR3/2黒褐シルト質極細砂（小石含む） IOYR5/3にぶい黄褐混じる

4. IOYR5/3にぶい黄褐シルト質 小礫混じる

5. IOYR3/2黒褐シルト質極細砂（小石含む） IOYR5/3にぶい黄褐混じる

IOYR5/3にぶい黄褐シルト質 小礫混じる

6. IOYR6/6明黄褐シルト質極細砂 小礫混じる

7. IOYR3/2黒褐シルト質極細砂（小石含む） !OYR5/3にぶい黄褐混じる

8. !OYR5/3にぶい黄褐シルト質小～極細砂（小石含む）
(S=l/80) 

第 34図 SD25-6・7平・断面図 (1/80・40)
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SD25-2(第 36図）

調査区西側、標高 44.86~ 46.54 mで検出した北方向に走る溝。蛇行気味に南北方向に伸び、北端

は東側に曲がる。検出延長 12.5m、幅 61cm程度、深度 6~ 40 cmを測る。断面は 2ヶ所で確認し、形

状は①は三角形、②は船底形を呈す。埋土は灰黄褐色で、小～大礫を含む。溝の南端は水溜めの様

に特に深く 60cmを測る。また北側には同様な窪みがあり、底部には拳大～人頭大の礫が築石されている。

出土遺物はない。所属時期は、埋士の特徴から中世の所産と考えられる。

S025-3(第 36図）

調査区中央南寄り、標高 46.51~ 48.13 mで検出した北西方向に走る溝。蛇行気味に南東～北西方向

に伸び、検出延長 1.53m、幅 8cm、深度 8cmを測る。断面は台形を呈し、北西側には拳大の礫があり、

北西端で水留めの様に溝が深い。胎士はにぶい黄褐士、褐黄灰土が混ざる。出土遣物はない。所属時

期は、溝の向きが SD24-1などの方向と同様なことから、弥生時代後期後半のものとも考えられるが、埋

土の特徴から中世の所産と考えられる。

S025-4(第 36図）

調査区東南端、標高 47.97~ 48.22 mで検出した北西方向に走る溝。南東～北西方向に伸び、北西

端が北向きに曲がる。検出延長 0.6m、幅 39cm、深度 8cmを測る。断面は台形を呈し、埋士は黄褐色

土である。溝の位置などから SD25-3と繋がる可能性がある。出土遺物はない。所属時期は埋士の特徴

から中世の所産と考えられる。

S025-5(第 36図）

調査区中央南端、標高 48.07~ 48.54 mで検出した北西方向に走る溝。蛇行気味に南東～北西方向

に伸び、検出延長 1.75m、幅 44cm、深度 18cmを測る。断面は船底形を呈し、底部には拳大～人頭

大の角礫がある。埋上は黄褐色土で小礫を含む。出士遺物はない。所属時期は埋土の特徴から中世の

所産と考えられる。

SK25-1(第 37図）

調査区東側北寄り、標高 45.11mで検出した上坑である。平面は不整形な円形を呈し、深度 30cm、

長軸方向 0.9m、短軸方向 0.78mを測る。断面は船底形を呈し、埋土は 2層に分かれ、上層はにぶい

黄褐色士、下層は上層をブロック状に含む褐灰色士である。 SD25-7を切る。出土遺物はない。所属時

期は埋土の特徴と SD25-7を切っていることから、中世の所産と考えられる。

SK25-2(第 37図）

調査区東側南端、標高 48.61mで検出した士坑である。平面は楕円形を呈し、深度 10cm、長軸方向 0.74

m、短軸方向 0.54mを測る。断面は船底形を呈し、埋士はやや湿りのある黄褐色士である。出上遺物は

ない。所属時期は埋士の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-3(第 37図）

調鉦区東側南寄り、標高48.lmで検出した上坑である。平面は円形を星し、深度 10cm、長軸方向 0.48m、

短軸方向 0.45mを測る。断面は台形を星す。埋士はにぶい黄褐色上である。出土遺物はない。所属時
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期は埋土の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-4(第 37図）

調査区東側南寄り、標高 48.37mで検出した士坑である。平面は楕円形を呈し、深度 16cm、長軸方

向0.6m、短軸方向 0.39mを測る。断面は船底形を呈し、底部に径 10cmの柱穴のような段差を伴なう。

埋土は黄褐色士である。出士遺物はない。所属時期は埋土の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-5(第 37図）

調査区中央南端、標高 48.76mで検出した士坑である。平面は楕円形を呈し南端は調査区外に続く。

深度 26cm、長軸方向 1.5m、短軸方向 0.97mを測る。断面は台形を呈す。埋上は黄橙色上、褐灰色

上で、拳大の礫を含む。出土遺物はない。所属時期は埋士の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-6(第 37図）

調査区中央南寄り、標高 48.62mで検出した土坑である。平面は円形を呈し、深度 10cm、長軸 0.52

m、短軸 0.5mを測る。断面は船底形を呈す。埋土はにぶい黄褐色土で、小礫を含む。出上遺物はない。

所属時期は埋土の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-7(第 37図）

調査区西側南寄り、標高 48.5mで検出した土坑である。平面は円形を呈し、深度 10cm、長軸 0.69m、

短軸 0.66mを測る。断面は三角形を呈す。埋上はにぶい灰黄褐色土、にぶい灰黄褐色士、褐灰色土で、

小礫を含む。出土遺物はない。所属時期は埋土の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-8(第 37図）

調査区東側南寄り、標裔 47.9mで検出した士坑である。平面は楕円を呈し、深度 32cm、長軸 0.98m、

短軸 0.41mを測る。断面は三角形を呈す。埋土は灰黄褐色上で、褐灰色土や小礫を含む。出士遺物

はない。所属時期は埋士の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-9(第 37図）

調査区西側南寄り、標高 48.2mで検出した士坑である。平面は円形を呈し、東西に伸びた溝が付く。

深度 6cm、長軸 0.88m、短軸 0.74mを測る。断面は船底形を呈す。埋士はにぶい黄褐色上で、小礫

を含む。出上遺物はない。所属時期は埋上の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-10(第 38図）

調査区南西端、標高 47.58mで検出した土坑である。平面は円形を呈し、深度 28cm、長軸 0.53m、

短軸 0.41mを測る。断面は U字形を呈す。埋士は灰黄褐色上で、小～中礫を含む。出士遺物はない。

所属時期は埋土の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-11 (第 38図）

調査区西側南寄り、標高 46.78mで検出した士坑である。平面は半楕円を呈し、深度 22cm、長軸 0.78

m、短軸 0.58mを測る。断面は台形を呈す。埋士は灰黄褐色士で、小～中礫を含む。出土遺物はない。

所属時期は埋士の特徴から中世の所産と考えられる。
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SK25-12(第 38図）

調査区西端南寄り、標高 46.86mで検出した土坑である。平面は円形を呈し、深度 11・20cm、長軸 0.52

m、短軸 0.5mを測る。断面は船底形を呈し、底部に径 20cmの水溜めのような窪みがある。埋土は灰黄

褐色士で、小礫を含む。出上遺物はない。所属時期は埋土の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-1 3(第 38図）

調査区中央南寄り、標高 44.83mで検出した土坑である。平面は楕円形を呈し、深度 7cm、長軸 1.01

m、短軸 0.83mを測る。断面は船底形を呈す。埋土はにぶい黄褐色士で、小礫を含む。出土遺物はな

い。所属時期は埋士の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-14(第 38図）

調査区中央北寄り、標高 43.1mで検出した土坑である。平面は円形を呈し、深度 22cm、長軸 0.64m、

短軸 0.63mを測る。断面は台形を呈す。埋土は灰黄褐色士で、小礫を含砂。出士遺物はない。所属

時期は埋上の特徴から中世の所産と考えられる。
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第 39図 SX25-1平・断面図 (1/40)

SK25-15(第 38図）

調蓋区中央北寄り、標高 42.9mで検出した上坑である。平面は楕円を呈し、深度 30cm、長軸 0.59m、

短軸 0.45mを測る。断面は台形を呈す。埋土は灰黄褐色士で、小礫を含む。出上遺物はない。所属

時期は埋土の特徴から中世の所産と考えられる。

SK25-16(第 38図）

調査区中央寄り、標高 42.9mで検出した上坑である。平面は不整形な楕円を呈し、深度 30cm、長軸

0.59m、短軸 0.45mを測る。断面は船底形を呈し、底部に 20cm程の窪みがある。埋上は灰褐色士で、

小礫を少量含む。出土遺物はない。所属時期は埋士の特徴から中世の所産と考えられる。

SX25-1(第 39図）

調査区中央、標高 44.11~ 45.58 mで検出した北方向に下る溝状遺構である。平面は南端部から北端

部にかけて屈曲しており、北端部は東方向に下る。また、水溜め状のように窪みが各所にあり、段をつけ
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第40図 SX25-2-1・2-2平・断面図(1/40)

ながら下っている。幅約 4.7cm、深度 28~ 48 cmを測る。断面は 3ヵ所で確認した。 SX25-1―①は船底

形を呈す。埋土は黄褐色上である。 SX25-1—②は台形を呈し、西側寄りに 3 段で深くなり底部は窪みがある。

埋土は 4分割され、灰黄褐色士の小～拳大の礫を多量に含む層を切る形で、小礫をやや含む灰色士、

小礫をやや含む明黄褐色士、小礫をやや含む灰黄褐色土が堆積している。③は船底形を呈し、北側が

l段深くなる。 2分割され、上層は小礫を含む褐灰色上で、一段深い層は灰黄褐色土で小礫・中礫を少

し含む。出士遺物はない。所属時期は埋土の特徴から中世の所産であると考えられる。

SX25-2-1 (第 40図）

調査区東側北寄り、標高 42.61~ 43.10 mで検出した遺構である。平面は不整形な楕円を呈し、底部

は水溜め状に窪む箇所が 2ヶ所ある。長軸 2.0m、短軸 1.56m、深度 34cmを測る。断面は南側が 1段

深く北側に向けて浅くなる。埋上は灰褐色土で、小～中礫を若干含む。出土遣物はない。所属時期は

埋土の特徴から中世の所産と考えられる。

SX25-2-2(第 40図）

調査区東側北寄り、標高 42.71~ 43.07 mで検出した溝状遺構である。平面は不整形な楕円を呈し、

底部に中礫が点在する。長軸 1.69m、短軸 0.79m、深度 40cmを測る。断面は U字形で 2層に分か

れ、下層は小礫を若干含む明黄褐色士が混ざるにぶい黄褐色土、上層は灰黄褐色士で下層を切っている。

出士遺物はない。所属時期は埋土の特徴から中世の所産と考えられる。
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第IV章ま と め

第 1節 遺構の変遷について

弥生時代

調査地東側は谷状の地形になっており、この谷は弥生時代前期以降に埋没が始まり後期までにあ

る程度ゆるやかな地形になったと考えられる。この段階で等高線に直交するような SD20-26が認め

られ、谷を下る自然流路とも考えられるが、西に広がる微嵩地上に等高線に斜交するような北西方

向を向く水路網 (SD20-8。6、SD24-1など）の基幹となっていたことが伺われる。

これらの水路は調査区内において居住域や耕作地が確認できないことから、山麓の耕作地あるい

は集落への配水を意図したものと考えられる。 SD20-22とSD25-3、4については所属時期が中世に

下る可能性もあるが、 SD24-1、SD20-6と等間隔で認められ、一連の水路網となることが考えられる。

この時期の特筆される遺物には SD20-8、SP24-237より出上した磨石、 SD24-1より出上した搬入品

の祭祀用士器（壺形土器或いは特殊器台か）、 SD20-8より出士の製塩士器がある。この磨石につい

ては砂岩製のもので、山頂部からの転石が安山岩であることから、人為的に河原等から運ばれて来

たものと考えられる。加えて 2個とも同じ大きさで拳大よりやや小ぶりの楕円形に整形されている

ことから、いわゆる高地性集落で認められる投弾の可能性が指摘できる。また、搬入品の祭祀士器

は近隣に墓の存在を示唆するとともに、製塩土器とあわせて他の地域や集落と交流をもった集団を

想定させる。

この後、古代の遺物も若干存在することから、近隣にこの時代の遺跡が存在する可能性が考えら

れる。

中世

13世紀後半~14世紀前葉のテラス状遺構の SD24-2がある。

性格は不詳だが、長さ 20m、奥行き最大 4.4mの規模で平地を創出したもので、基底部で検出

したコの字に廻る溝跡や柱穴は、建物など構造物があったことが推定される。調査地周辺では中世

山城は知られておらず、地表面の観察においても曲輪状の地形は見られない。調査範囲の制限もあ

り明確ではないが単独で存在する遺構のようである。眺望の優れる当地の立地から考えると、物見

櫓や宗教施設などを想定されるところであるが、一方で、出士遺物からはこのような性格を示すも

のはなく、日常品で占められている。このことから、近隣集落と関係する臨時的な生活空間を推定

しておきたい。

その他の士坑等についてはこれ以降の所産と考えられるが、水溜め状遺構などは当地が耕作地に

も利用されたことを示すものと考えられる。
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第 2節遺跡の宣地と評価

当調査地は立地上の特筆すべき点として眺望の良さが上げられ、この地からは高松平野西部なら

びに広く瀬戸内海を眺める事ができる場所となっている。また、調査地南側の浄願寺山山頂や、東

側の峰山山頂からは当調査地を見下ろすことができ、古墳時代には浄願寺山山頂に後期古墳群が営

まれ、東の峰山山頂には猫塚等前期古墳群が築造されている。

弥生時代においては集落そのものの遺構は確認されず、水路網と思われる溝とそれに伴う遺物が

出土したに留まるが、山頂部並びに下位の山麓付近には集落あるいは墓域等の存在がうかがわれる。

一方で瀬戸内海を広く望める眺望の良い丘陵上の遺構は、弥生時代中期後半から後期初頭にかけて

盛行する高地性集落との関連性をうかがわせる。市内での丘陵や山間部における調査事例は、古墳

や山城を除けば数が少ないが、久米池南遺跡や奥ノ坊遺跡があり集落の性格を考える上で重要な遺

跡となっている。前者については、いわゆる高地性集落として知られ、後者については松菊里型住

居や擬朝鮮無文土器ならびに鉄器など山間部の集落における外来系文化をはじめとした他地域との

交流を認められることができ、また顔型士製品などは祭祀の在り方を示すものである。当地におい

ては、当地東側峰山山頂部では弥生時代中期後半の遺物を伴う摺鉢谷遺跡があるが、遺構等内容に

ついては不明なところが多い。一方で、谷部山頂に峰山と浄願寺山を繋ぐ馬蹄形の平坦部が認めら

れ、さらに西側には浄願寺山より派生する尾根部も存在する。このような立地には、既に竪穴式石

郭をもつとされる野山古墳群が知られているが、今回の調査結果を考え合わせると既述したように

弥生時代における集落或いは祭祀遺構の存在も想定でき、今回の調査では祭祀用とみられる土器や

投弾の可能性がある磨石が出土しており、今後の調査の進展が待たれる。

なお、当地で採取した粘土及び香東川下流域産士器胎士分析の結果、香川県下流域産土器の製作

地として当地周辺が想定された（小川 2004)。一方で、今回の当調査結果においては粘土採取跡や

土器焼成などの士器製作にかかる痕跡は認められなかった。また当調査出土の弥生時代後期の士器

についても香東川下流域産土器のものは必ずしも主体的ではなく、香東川下流域産士器の胎士が採

取可能な立地ではあるものの、現状では土器製作に結び付く材料にとぼしい。これに加えて、本遺

跡の西に所在する佐料遺跡においては、当該期の香東）I[下流城産の胎土のものは主体的ではないこ

とが明らかになっており、これとは別に複数の士器製作地が存在する可能性が考えられている。（渡

邊 2012) 本遺跡は浄願寺山の北麓に立地するが、浄願寺山南麓周辺の遺跡においては、香東川下

流域産の士器が独占的であり、資料数に制限があるものの対照的な状況を示しているとも考えられ

る。今後の浄願寺山北麓ならびに西側に広がる平野の遺跡に関する調査の蓄積が今後の課題である

といえよう。

中世においては周辺で城跡などの所在は知られていないが、当地から香西氏の居城である佐料城

ならびに勝賀城、藤尾城ほか香西氏の治めた香西浦海域を一望できる。今回確認したテラス状遺構

と併存する時期の遺跡としては、居館跡と考えられる西打遺跡が知られており、このような眼下の

遺跡或いは集落と関連してその解明が望まれる。
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第 4表第 1次調査遺構観察表①

遠構 検出 長軸 短軸 深度 平面 断面
重複関係 埋土特徴 出土遺物芦平三っ 高 (m) (m) (m) 形状 形状

SK20-1 41 6 0 62 043 01 円

SK20-2 41 4 0 97 0 65 0.2 
不整形

円形

SK20-3 40 5 1 43 1 0 0.33 
不整形

楕円形

SK20-4 40.5 1 07 0 76 02 
不整形

楕円形

SK20-5 411 0 95 0 34 014 楕円 SK20-6を切る

SK20-6 40 1 0 82 0 52 02 楕円
SK20-7を切る，

足釜脚部SK20-5に切られる

SK20-7 41.0 1.0 0 49 0 08 楕円 SK20-6に切られる

SK20-8 40 8 0 66 0 64 03 
不整形

円形

SK20-9 1.42 1 3 
不整形

円形

SK20-10 38 3 0 88 1 03 03 円 弥生土器片，土師質土器片

SK20-11 38 8 05 0.41 円

SK20-12 39 8 2.47 1 58 037 
不整形

SD20-5に切られる 弥生土器片，土師質土器片楕円形

SK20-13 38 8 1.28 0.43 017 楕円 SD20-8を切る 弥生土器片，土師質土器片

SK20-14 38 9 07 0 64 018 円

SK20-15 38 6 3.0 313 不整形 SD20-10に切られる 弥生土器片

SK20-16 39 7 3.43 1 58 03 楕円 S020-8,10に切られる 弥生土器片

SK20-17 40 6 1.02 0.84 0.27 円

SK20-18 401 0 76 05 05 
不整形

船底形 第19図参照 甕（弥生土器）円形

SK20-19 38 0 0 88 07 024 
不整形

SD20-13を切る
円形

SK20-20 38 7 0 63 0 46 016 円 SD6を切る 土師質土器片

SK20-21 38 5 1 0 06 0.18 長方形 SD6を切る 土師質土器片

SK20-22 38 2 0 76 05 0.2 円 船底形 第19図参照 杯（土師質土器）

SK20-23 38 9 1 43 1 38 03 
不整形

土師質土器片円形

SK20-24 38 6 0.44 0.43 円 土師質土器片

SK20-25 38 8 20 01 不明 SD20-8,10に切られる

SK20-26 40 5 072 0 51 
不整形

円形

SK20-27 41 5 114 0 58 0.13 
不整形

楕円形

SK20-28 41 5 042 0.29 011 楕円

SKZ0-29 41 7 046 0.45 019 
不整形

緑釉土器片円形

SK20-30 411 1 62 112 0 33 楕円 土師質土器片

SKZ0-31 40 7 05 05 017 円

SK20-32 40 7 2 73 1 2 0.34 楕円

SK20-33 400 0 37 0.3 011 円

SK20-34 401 0 37 0 31 011 円

SK20-36 40 5 077 0 59 016 円

SK20-38 41 6 1.42 0 47 0.2 
不整形

楕円形

SK20-39 411 0.44 033 014 円

SK20-40 406-

41.4 
29 12 02 楕円 SK20-41に切られる

SK20-41 41 2 0 75 0 49 0.22 円 SK20-40を切る

SK20-42 409-
14 0 52 0 26 長方形411 
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第 5表 第 1次調査遣構観察表②

遺構 検出 長軸 短軸 深度 平面 断面
重複関係 埋土特徴 出土退物

番号 高 (m) (m) (m) 形状 形状

SK20-43 40 9 0 66 0 62 019 円

SK20-44 40 6 3 27 1 45 0 27 楕円

SK20-45 39 6 117 0 55 014 楕円

SK20-46 39 2 1 2 0.43 016 楕円

SK20-47 42 0 073 0.45 0 32 楕円 土師質土器片

SK20-48 
41 0 
-416 2 83 2 31 0.53 円 SK20-79に切られる

SK20-49 
41 3 

14 6 0 86 0.27 
不整形

SK20-50に切られる
-416 楕円形

SK20-50 
414 

14 5 11 6 016 楕円 SK20-49を切る
~41・6 

SK20-51 40 9 13.7 0.95 0.34 楕円

SK20-52 40 9 1 37 1 07 017 
不整形

円形

SK20-53 39 9 0 78 0 52 0.7 楕円

SK20-54 39.4 0 64 0 48 0 23 円

SK20-55 39 3 0 81 0 43 0 09 
不整形

円形

SK20-56 39.0 09 0.57 016 楕円

SK20-57 38 7 08 0 38 0 32 半円 北側調査区枠にあたる

SK20-58 39 3 06 0 88 0.18 楕円

SK20-59 39 0 045 0.47 015 円

SK20-60 39 3 117 0 83 0 37 
不整形

SD20-18を切る 土師質土器片
円形

SK20-61 39 6 1 35 0 94 0 21 
不整形

SD20-29を切る
円形

SK20-62 39 0 0.48 0 26 012 円

SK20-64 39 2 0 66 06 0 21 
不整形

円形

SK20-65 
39 7 
-402 1 2 0 94 02 円 船底形 第19図参照

SK20-66 40 0 07 08 051 円

SK20-67 39 9 037 0 35 022 円

SK20-6B 45 2 0 94 0 58 0 33 楕円 SK20-85に切られる

SK20-69 39 0 216 0 73 015 楕円

SK20-70 
44 2 
~44.7 216 0 73 02 楕円 SK20-80に切られる 土師質土器片

SK20-71 43 9 0 84 0.6 03 円

SK20-72 44.6 0 59 0.45 07 長方形

SK20-73 44 9 0 67 0 41 023 長方形 SK20-74を切る

SK20-74 45 0 06 06 0.27 楕円 SK20-73に切られる 炭

SK20-75 45.0 0.64 0 48 0.12 楕円 SK20-74に切られる

SK20-76 451 0 74 0 57 014 楕円 SK20-75,85に切られる

SK20-77 45 0 0 68 0 51 024 円

SK20-78 45 3 07 0.4 014 
不整形

円形

SK20-79 40 8 0 82 0.66 02 円 台形 第19図参照 弥生土器片，骨

SK20-80 44 7 08 0.44 01 楕円 SK20-70を切る

SK20-82 47 2 1.04 0 86 0.29 楕円 SK20-83を切る

SK20-83 47.0 0.48 0.44 016 円 SK20-82に切られる

SK20-84 47 4 1 95 09 012 楕円 SD20-28を切る，SD20-30に切られる
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第 6表第 1次調査遺構観察表③

遺構 検出 長軸 短軸 深度 平面 断面
重複関係 埋土特徴 出土退物番号 高 (m) (m) (ml 形状 形状

SK20-85 45 2 0 57 048 0.48 円 SK20-76,68を切る

SK20-86 39 9 07 0 42 0 26 楕円

SK20-87 401 04 0 21 不整形 SK20-88と繋がる

SK20-88 40 2 111 0 83 012 
不整形

SK20-87と繋がる
円形

SP20 -2 40 5 0 26 02 0 1 円

SP20 -3 40 8 0 28 018 0.13 楕円

SP20 -4 40 3 02 018 0 21 円

SP20 -6 40 3 032 0 26 013 円

SP20 -7 40 2 02 017 015 円

SP20 -8 40 7 0 28 02 016 楕円

SP20-12 39 6 0 24 018 0 08 円

SP20-13 39 6 02 0.31 0 1 
不整形

円形

SP20-14 39 6 015 01 0 03 
不整形

円形

SP20-15 39 6 016 016 0 07 円

SP20-16 39 6 014 014 O.Q7 円

SP20-17 39 7 0 36 0 36 0.18 円 SP20-18を切る

SP20-18 39 7 1 6 1 0 007 円 SP20-17に切られる

SP20-20 38 8 0.24 0.2 008 円

SP20-21 38 9 0.28 017 015 楕円

SP20-22 45 7 0 26 017 012 
不整形

円形

SD20 -1 39.4 
0 65 0 44 0 1 直線 台形 第15図参照-408 

S020~2 39 3 
30 05 012 直線 台形 第15図参照~398 

SD20 -3 
38 9 

8 72 0.7 01 直線 船底形 南側調杏区枠にあたる 第17図参照 弥生土器片，土師質土器片-392 

SD20 -4 
38 3 

3 48 0 35 01 直線 船底形 第17図参照 弥生土器片~390 

SD20 -5 38 8 
37 016 01 直線 台形 第17図参照~39 6 

SD20 -6 381 
17 4 07 03 直線 台形 第15図参照 甕・壺・破片（弥生土器），その他破片-409 

S020 -7 
37 8 

2.0 0.29 02~05 直線 台形 SD20-8に切られる 第14図参照 高坪（弥生土器）-400 

SD20 -8 
37 8 

02-05 直線 U字形 SD20-7, 13,27を切る 第14図参照
高坪・甕・壺・破片（弥生土器），甕（土

~400 18 7 07 
師質土器），その他砕片

S020 -9 
37 8 

3 0 53 02-05 直線 SD20-10と繋がる
弥生土器片，

~400 
その他砕片

SD20-10 
37 8 

10 7 0 67 02-05 直線 U字形 SD20-11と繋がる 第14図参照 土師質土器片~40.0 

SD20-11 
37 8 

2 65 0 47 02-05 直線 船底形 SD20-10と繋がる 第14図参照 弥生土器片，土師質土器片-400 

SD20-12 38 8 36 0.62 0.08 直線 SD20-6と繋がる

SD20-13 
37 8 

2.35 0.35 直線 U字形
SD20-8,27に切られる

第15図参照 破片~400 0.2-0 5 
SD20-10と繋がる

SD20-14 
39 3 

2 38 0.4 02 
不定形

不整形 第18図参照 土師質土器片-400 直線

SD20-15 40.0 1 6 04 01 直線

SD20-16 38 9 26 014 008 直線 弥生土器片

SD20-17 39 4 08 011 0 05 直線

S020-18 39 3 07 018 0 04 直線 SK20-60に切られる
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7表 第こ次隅査遺構銅察表①

遥構 検出 長斡 短軸 深J玄 1 平面 断面
豆捻［関係 I 埋土特委 出土造物 -I 

番号 高 (m) (m) (m) 形状 形状
月

SD20-19 39 9 1.03 0.7 012 直線 SK20-20と槃がる

SD20-20 39.7 0.5 0.17 0.1 直線 SK20-19と繋がる

SD20~21 39.3 0.8 0.35 012 直線

s020--22① 
41 8 913 0.37 0.2 直線 台形 第16図参照
-44.3 

SD20-22② 
41 8 

1.3 0.3 0.2 直線 台形 第16図参照
-44.3 

SD20-23 
41 8 

1.75 02 02 直線 台形 第16図参照
-44.3 

SD20-24 
38 0 

3 25 1 65 0 25 直線 船底形 第18図参照 弥生土器片
-39.0 

SD20-25 
36.0 

4.3 1 5 0.13 直線-36.6 

SD20-26 
36.2 

10.0 1.52 02-0.4 直線 台形 第12図参照
-388 

SD20-27 
37 8 

2.8 0 66 0.2-0 5 直線 SD20-13を切る,SD20-8に切られる
-40.0 

SD20-28 1.0 0 75 0.23 直線 SK20-84に切られる

SD20-29 
38 9 
-395 3 28 0.17 0.07 直線 SK2Cr61に切られる

SD20-30 
47 3 

23 0.36 017 直線
SX20-4に繋がる,SK20-83に切られ

第21図参照
-47.6 る

sx20-1 
41.8 

02 SD24-2と繋がる 第19図参照
-42.7 

47.4 
SD20-30と繋がる西側調査区枠に

sx20~4 1.7 1.32 0.4-05 不整形 船底形 あたる 第21図参照 弥生土器片、杯・破片（土師質土器）
-48.0 

S024-1と繋がる

第 8表第2次調査遣構観察表

遺構 検出 長軸 短軸 深度 平面 断面
重複関係 埋土特徴 出土遺物

番号 高 (m) (m) (m) 形状 形状

SK23-23 42.5 0 95 0.7 0.5 
不整形

V字形 西側途切れる。 第24図参照
円形

SK23-24 409 1 67 1 22 0.8 長方形 船底形
-41.7 

SD23-01 41.6 0 87 0 35 013 直線 台形

SD23-03 409 0 32 直線 台形 SD20-6に繋がる。 第24図参照
-416 

SD23--04 40.3 直線 SD20-13に繋がる。
-40.5 

SD23-05 41.7 0.7 0.45 012 直線 船底形 南側途切れる。
-41.9 

SR23--01 
41.0 

12 36 3.1 0.65 
不定形

東側が南側調査区枠にあたる。 第24図参照
-48.8 台形
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第 9表 第 3次調査遺構観察表①

遺楠
検出高

長軸 短軸 深度 平面 断面
重複関係 埋土特徴 出土遺物番号 (m) (m) (m) 形状 形状

SK24-1 421 0 94 0 88 02 円形 船底形 第31図参照 土師質土器片

SK24-2 41 8 2 43 14 03 不整形 SD24-2に切られる

SK24-3 41 0 0 81 0 54 02 楕円形

SK24-4 41 0 0 81 07 03 円形

SK24-5 40 7 0 83 077 02 円形

SK24-6 417 1 5 111 0.3 円形 船底形 S024-2-1に切られる 土師質土器片

SK24-7 41 5 0 56 0 37 015 
不整形

円形

SK24-8 42 0 028 0 23 01 円形

SK24-9 41 5 0 55 0 45 03 円形

SK24-10 41 0 0 64 064 03 円形 土師質土器片

SK24-11 40 7 2 02 1 05 03 
不整形

P24-38を切る
円形

SK24-12 41 3 0 57 0 73 03 円形

SK24-14 44.1 1 07 08 01 
不整形

不整形
円形

SK24~15 43 8 0 84 0 62 0.4 
不整形

円形

SK24-16 44.2 1 59 0 39 02 楕円形

SK24-17 440 0 79 0 69 02 円形

SK24-18 45 3 1 69 0.47 02 楕円形 S024-7を切る

SK24-19 45 4 0 79 03 02 楕円形

SK24-21 46 0 14.5 0 81 03 長方形 台形 SD24-1-2に切られる

SK24-22 47 5 1 07 0 81 02 円形

SK24-23 47 5 1 3 1 03 円形

SK24-24 48 a 0 88 0 67 02 楕円形

SK24-25 47 0 0 64 0 55 03 円形

SK24-26 46 7 0 53 0 51 0 25 円形

SK24-27 46 5 1 05 0 75 03 楕円形

SK24-28 47 0 0 72 0.42 02 楕円形

SK24-29 47 2 116 072 03 
不整形

SP24-89と繋がる
円形

SK24-30 43 5 0 94 0 31 01 円形 SD24-1-2に切られる

SK24-32 45 6 0.33 0 29 06 円形 西側調査区枠にあたる

SK24-33 46 0 0 71 044 06 楕円形

SK24-34 44 8 019 013 05 楕円

SK24-35 44.0 a 74 0 62 015 円形

SK24-36 43 2 0 92 0 69 03 楕円

SK24-37 44.8 1 3 0 87 02 
不整形 SD24-6,SP24-113に切

土師質土器（杯破片）
円形 られる

SK24-38 41 8 0 79 0 65 01 円形 土師質土器片

SK24-39 42 0 0 75 0 32 0 07 楕円形

SP24-1 41 7 0.3 0 29 02 円形 土師質土器片

SP24-2 41 6 017 017 0.1 円形 土師質土器片

SP24-3 41 3 0 25 0 23 03 円形

SP24-4 41 3 02 019 03 円形 土師質土器片
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第 10表 第 3次調査遣構観察表②

遺構
検出高

長軸 短軸 深度 平回 断面
璽複関係 埋土特徴 出土遠物

番号 (m) (m) (m) 形状 形状

SP24-5 411 019 015 03 円形 U字形

SP24-6 41 2 03 0 29 02 円形 土師質土器片

SP24-7 41 2 0 25 015 01 円形

SP24-8 40 6 017 016 01 円形

SP24-9 40 6 011 01 01 円形

SP24-10 404 0 63 03 01 円形

SP24-11 41 3 0 22 015 0.4 円形 弥生土器片

SP24-12 41 0 0.25 0 21 03 円形 U字形 土師質土器片

SP24-13 40 5 0.2 019 03 円形

SP24-14 40.9 0.24 019 01 円形

SP24-15 40.8 0 21 0.2 0 07 円形

SP24-16 40 8 023 022 0 07 円形

SP24-17 40 8 0 34 0 21 01 円形

SP24-18 40 7 018 017 02 円形 SP24-19と繋がる

SP24-19 40 7 017 015 01 円形 SP24-18と繋がる

SP24-20 41 2 0 27 0 24 02 円形

SP24-21 41.4 011 011 007 円形

SP24-22 41 5 0 28 0 26 01 円形

SP24-23 41.4 044 02 01 円形

SP24-24 41 6 0 32 0 26 0.4 円形 土師質土器片

SP24-25 41 7 0 25 0 21 02 円形

SP24-26 41 9 0 36 021 06 楕円形 土師質土器片

SP24-27 40 8 0 22 02 016 円形

SP24-28 41 0 018 015 016 円形

SP24-29 40 6 0 31 0 27 02 円形

SP24-30 411 0 26 0 25 02 円形 足釜杯（土師質土器）

SP24-31 41 6 031 0 28 03 円形

SP24-32 41 7 0 28 026 04 円形 U字形 土師質土器片

SP24-33① 41 8 0 33 015 0.1 楕円形 土師質土器片

SP24-33② 41 8 0 52 02 03 楕円形 土師質土器片

SP24-34 41 5 0 39 0 38 02 円形

SP24-35 411 015 015 01 円形

SP24~36 411 018 018 0 08 円形

SP24-37 40.9 0 26 0 25 015 円形

SP24-38 41 0 0.4 0 37 02 円形 SK11に切られる

SP24-39 41 5 0 27 0 26 0 07 円形

SP24-40 41 6 0 21 018 01 円形

SP24-41 42 7 0 68 041 0 35 楕円形

SP24-42 43 0 0 28 0 26 02 円形

SP24-43 43 3 0 59 0 51 01 円形
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第 11表 第 3次調査遣構観察表③

退構
検出高

長軸 短軸 深度 平面 断面
重複関係 埋土特徴 出土遣物

番号 (m) (m) (m) 形状 形状

SP24-44 43 6 02 019 02 円形

SP24-45 43 2 0 28 0 26 0 1 円形

SP24-46 431 0 21 0 21 01 円形

SP24-47 43 4 019 017 0.05 円形

SP24-48 43 4 018 016 0 06 円形

SP24-49 434 0 26 018 01 円形

SP24-50 43 5 0 25 0 24 01 円形

SP24-51 43 6 0 33 0 31 0 1 円形

SP24-52 43 7 0 33 0 28 006 円形

SP24-53 43 7 0 29 0 25 0.08 円形

SP24-54 43 9 0 34 0 32 0.04 円形

SP24-55 44.0 0.48 0 37 01 円形

SP24-56 43 8 0 32 022 016 楕円形

SP24-57 441 0 25 0 25 015 円形

SP24-58 44.0 0 28 0 26 0 1 
不整形

SP24-59と繋がる
円形

SP24-59 441 0 57 0 32 02 
不整形

SP24-58と繋がる
円形

SP24-60 441 0 33 0 25 0.2 楕円形

SP24-61 444 02 016 01 楕円形

SP24-62 44.3 0 36 a 35 01 円形

SP24-63 44.5 0 25 02 01 円形

SP24-64 44 5 a 31 0 29 01 円形 SD24-6を切る

SP24-65 445 0 29 0 27 0 1 円形

SP24-66 44 6 0 11 011 01 円形

SP24-67 44 6 028 024 02 円形

SP24-68 44 8 0 28 021 04 楕円

SP24-69 44.9 0 26 0 22 015 楕円形

SP24-70 449 0 31 0 29 0 1 円形

SP24-71 45 0 0 75 02 01 円形

SP24-72 45 4 0 34 0 29 01 円形

SP24-73 46 4 0 26 0 23 02 円形

SP24-74 47 6 0 48 045 01 円形

SP24-75 477 041 035 0 1 円形

SP24-76 464 a 46 0.49 01 円形

SP24-77 47 2 019 019 01 円形

SP24-78 471 0 29 0 25 03 円形

SP24-79 46 7 0 21 018 02 円形

SP24-80 471 0.41 0 28 0 05 円形

SP24-81 46 9 0 21 0.2 0 1 円形

SP24-82 46 9 019 015 01 円形

SP24-83 46 8 02 0 21 01 円形
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第 12表第 3次調査選構観察表④

! 退盪
検出高 長軸 1I 短軸 深度 平面 断面

重複関係 埋土特微
! 

出土遺物
番号 (m) (m) (ml 形状 形状

SP24-84 46 7 014 013 0.1 円形

SP24-85 46 7 0 34 03 015 円形

SP24-86 46 5 028 0 28 01 円形

SP24-87 46 6 0.18 011 02 楕円形

SP24-88 47 9 014 0.13 01 円形

SP24-90 47 3 0.28 0.25 0.1 円形

SP24-91 47 2 0 91 0.24 0.1 円形

SP24-92 46 8 0.41 0 36 015 円形

SP24-93 46 7 0.39 0.31 0.15 円形

SP24-94 45 6 0 38 0.33 015 円形

SP24-95 45 7 0 51 0.5 0.2 円形

SP24-96 45 7 024 0.22 0 05 円形

SP24-97 44 7 0.41 0 38 0.2 円形

SP24-98 44.3 0 31 03 015 円形

SP24-99 44.4 0.29 0.25 02 円形

SP24-100 44.1 0.41 0.39 0.2 円形

SP24-101 43.4 0 22 0.17 02 楕円

SP24-102 43 2 0.26 0.22 0.2 円形

SP24-104 43 8 0.37 0 27 om 円形

SP24-105 451 0.19 0.18 0.08 円形 土師質土器片，その他破片

SP24-106 43 4 0.39 0 27 0.05 楕円形

SP24-107 433 0.28 0 26 01 円形 土師質土器片

SP24-108 431 0 57 0 51 0.42 円形

SP24-109 41 6 0 35 0 48 0.08 楕円形 土師質土器片

SP24-110 41.7 0.2 016 01 円形

SP24-111 41.0 023 0.22, 0.2 円形

SP24-113 44.8 0.23 0.22 0.2 円形 SK24-37を切る

SP24-114 43 2 0 63 0.54 0.1 円形 土師質土器片

SP24-200 418 0 37 0.35 0.4 円形 U字形

SP24-201 41 8 0.28 028 01 楕円形

SP24-202 41 8 0.48 0 31 03 楕円形

SP24-203 41 8 0.42 0 32 015 
不整形

円形

SP24-204 41 8 0.3 028 02 円形 SD24-3を切る

SP24-205 418 0 27 015 01 楕円形

SP24-206 41 8 0 31 0.26 02 円形

SP24-207 419 0.47 0 43 03 
不整形

SD24-2-7を切る
円形

SP24-208 41 9 0 33 0.27 0.45 円形 U字形 土師質土器片

SP24-209 41 9 a 11 01 0.1 円形

SP24-210 41 9 013 0.13 0.3 円形 SD24-2-7を切る 土師質土器片

SP24-211 418 02 0.2 01 円形 SD24-2-2を切る
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第 13表 第 3次調査遣構観察表⑤

遺構
検出高

長軸 短軸 深度 平面 断面
重複関係 埋土特徴 出土遺物番号 (ml Cm) (m) 形状 形状

SP24-212 42 0 0 32 03 04 円形 土師質土器片

SP24-213 41 9 0 22 019 01 円形

SP24-214 41 9 0 22 018 01 円形

SP24-215 41 8 0 28 0 27 04 円形 SD24-2-8を切る 土師質土器片

SP24-216 41 8 014 011 02 円形 U字形

SP24-217 41 8 0 21 019 03 円形 土師質土器片

SP24-218 41 8 03 0 28 02 円形 U字形 SD24-2-6を切る

SP24-219 41 8 0 28 0 28 02 円形

SP24-220 41 9 0 31 03 02 円形 台形 S024-2-10を切る 土師質土器片

SP24-221 42 0 0 24 024 01 円形 S024-2-11を切る

SP24-222 42 0 018 017 01 円形 SD24-2-8を切る

SP24~223 41 9 0 26 0 26 03 円形

SP24-224 41 9 a 14 014 0.05 円形

SP24-225 41 8 0 26 0.23 02 円形

SP24-226 41 8 018 0.15 0 25 円形 土師質土器片

SP24-227 41 8 04 0.24 0.35 円形 U字形

SP24-228 41 8 014 013 0 02 円形 土師質土器片

SP24-229 41 8 0 27 0 23 02 円形
須恵質土器（片口（口縁部）），

土師質土器片

SP24-230 41 8 019 013 01 円形 土師質土器片

SP24-231 41 8 0 26 0 25 05 円形
土師質土器（小皿），土師質土

器片

SP24-232 41 8 013 0 11 02 円形 土師質土器片

SP24-233 41 9 0 23 019 0 02 
不整形 SP24-234と繋がる

円形 SD24-2-10に切られる

SP24-234 41 9 0 24 0.18 ” 円形
SP24-233と繋がる

SD24-2-10に切られる

SP24-235 41 8 014 012 01 円形 U字形 土師質土器片

SP24-236 41 9 0.16 016 0 03 円形

SP24-237 41 8 0 23 02 015 円形 台形 S024-2-6を切る 叩き石土師質土器片

SP24-238 41 9 0.16 016 01 円形 台形 小皿（土師質土器）

SP24-239 41 9 0 43 0 32 0 1 円形 SD24-2-10を切る

SP24-240 41 9 019 0.19 0.03 円形

S024-1-1 41 9 
25 87 1 67 05 直線 台形 第27図参照 弥生土器片，土師質土器片-470 

05 船底形
SK24-21,SK24-30, 

SD24-1-2 41.9 
28 5 0 86 03 直線

SX24-2,SD1-1を切る
第27図参照 弥生土器片，土師質土器片-470 

U字形 SD24-1-1,SP24-1071こ01 
切られる

SD24-2-1 41 6 
11 95 06 

01 
直線

SD24-2-2,SK24-6を切る
第28図参照

土師質土器（足釜，杯，小皿，破片），
-420 01 SD24-2-8に切られる 須恵質土器片，その他破片

SD24-2-2 
41 6 

0 78 0.45 0 05 直線
SD24-2-3,2-4を切る

第28図参照
土師質土器（足釜（脚部），杯，

-420 SP24-211に切られる 甕（口縁部），小皿，

41 6 
0.98 012 

002 
直線

S24D2-2に切られ
第28図参照SD24-2-3 -420 0.02 る，SD24-2-4と交わる

SD24-2-4 41 6 
1 0 37 0 02 直線

$D24-2-2に切られ
第28図参照-420 る，S024-2-3と交わる

SD24-2-6 41 6 2 94 02 03 直線
P24-217,218,237に切

第28図参照 土師質土器，須恵質土器片~420 られる

41 6 
S024-2-10と繋がる 弥生土器片，土師質土器（足

SD24-2-7 -420 77 019 0 03 直線 SP24-205, 210,214,216, 第28図参照 釜皿破片），須恵質土器（鉢，
219,SD24-2-8に切られる 破片）

SD24-2-8 41 6 
11 4 0 26 015 曲線

SD24-2-1,2-7,2-11を切る
第28図参照

須恵質土器（鉢碗），弥生土器片，
-420 SP24-215に切られる 土師質土器片須恵質土器片
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第 14表 第 3次調査遺構観察表⑥

遺構
検出高

長軸 短軸 深度 平面 断面
重複関係 埋土特徴 出土遺物

番号 (m) (m) (m) 形状 形状

SP24-233,234,SD24-2-12, 
41 6 

直線
2-13を切る

第28図参照 甕（土師質土器）SD24-2-10 -420 7 68 0 31 0 05 
SP24-220,SD24-7に切

られる

SD24-2-11 41 6 4 73 0 53 01 直線
SP24-221,239,SD24-

第28図参照
-420 2-8に切られる

S024-2-12 41 6 
2 0 34 01 直線 S024-2-10に切られる 第28図参照 土師質土器片-420 

SD24-2-13 41 6 
21 8 0 26 005 直線 SD24-2-10に切られる 第28図参照-420 

S024-3 41 8 21 0 36 
005 

直線 SP24-204に切られる
-416 01 

SD24-4 41 657 07 01 0.15 直線

SD24-5 42 536 0 95 0 21 0.15 直線

SD24-6① 
41 9 

71 4 
01 

直線 船底形 第27図参照-477 01 

SD24-6② 41 9 75 0.49 
01 

直線 船底形
SK24-37を切る，SP24-

第27図参照-477 01 64に切られる

SD24-7 41 9 
10 9 0.73 

015 
直線 船底形 SK18に切られる 第27図参照-477 01 

SD24-8 47 283 11 9 0 23 01 直線 SX24-2に切られる

SD24-9 43 627 1 85 0 21 01 直線

SX24-1 46 524 4.23 2 38 02 
不整形

長方形

SX24-2 47 457 
1 7 1 63 

0.1 不整形 SD24-8を切る，SD1-2
47 330 015 円形 に切られる
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第 15表第 4次調査遭構観察表

遺構
検出高

長軸 短軸 深度 平面 断面
露複関係 埋土特徴 出土退物

番号 (m) (m) (m) 形状 形状

SK25-1 451 09 0 78 03 
不整形

船底 SD25-7に切られる。 第37図参照
円形

SK25-2 48 6 0 74 0 54 01 楕円形 船底 第37図参照

SK25-3 481 0.48 0.45 01 円形 台形 第37図参照

SK25-4 48 4 06 0.39 0.16 
不整形

山型 第37図参照
円形

SK25-5 48 8 1 5 0 97 0 26 
不整形

台形 南側側溝で切れる。 第37図参照
円形

SK25-6 48 6 0 52 05 01 
不整形

船底 第37図参照
円形

SK25-7 48 5 0.69 0 66 01 楕円形 船底 第37図参照

SK25-8 47 9 0.98 0 41 0 32 楕円形 山型 第37図参照

SK25-9 48 2 0.88 0 74 0 06 
不整形

船底 西側調査区枠にあたる。 第37図参照
円形

SK25-10 47 6 053 0 41 0 28 楕円形 山型 第38図参照

SK25-11 46 8 0 78 0.58 0.22 
不整形

半楕円 第38図参照
円形

SK25-12 46 9 0 78 0.58 
0.2 

楕円形
山型

第38図参照
011 2つ

SK25-13 44.8 1 01 0.83 0.07 楕円形 船底 第38図参照

SK25-14 431 0 64 0 63 0 22 円形 台形 第38図参照

SK25-15 42.9 0 59 0.45 03 楕円形 台形 第38図参照

SK25-16 42.9 1 63 1.04 0 38 
不整形

船底 第38圏参照
楕円形

SK25-17 40 9 0 44 0 28 0 06 円形 船底
SD25-1に切られる。

SD1に東側切られる。

不整形
SK25-19を切る。

SK25-18 41 0 0.97 0 66 0 07 船底 SX3に切られる。
円形

SD1に西側切られる。

SK25--19 409 033 0.24 0.09 円形 船底
SK25-18に切られる。

SK18に南側切られる。

SD25-2① 44.9-46 5 12 5 0.61 0.4 直線 山型 第36図参照

SD25-2② 44.9-46 5 0 06 直線 船底 第36図参照

SD25-3 46 5-481 1 53 0 32 0 08 直線 船底 第36図参照

S025-4 48 0-48 2 0.6 0 39 008 直線 台形 第36図参照

SD25-5 481-485 1 75 0 44 018 直線 船底 第36図参照

SD25-1,SX25-3を切る。
S025-6 40 6-40 7 4.0 0.48 0 28 直線 台形 S024-1に繋がる。 第34図参照 土師質土器片

北側調査区枠にあたる。

SD25-7 40 6-40 7 62 0.38 0 34 直線 山型
SD25-1,SX25-3,SK25-17を切る。

第34図参照
弥生土器片，

北側調査区枠にあたる。 土師質土器片

SX25-1 —① 44.1-456 5 06 47 0 28 不整形 船底 第39図参照

SX25-1—② 44.1-456 ” ” 0.48 ＂ 船底 第39図参照

SX25-1 —③ 441-456 
＂ ” 032 ＂ 

船底
第39図参照

台形

SX25-2-1 4261-431 2.0 1 56 0 34 
不整形

半楕円 第40図参照
楕円形

SX25-2-2 42 7-431 1 67 0 79 0.4 
不整形

半楕円 第40図参照
楕円形
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第 16表実測遺物観察①

実測 挿図 調査
遥構名 種類 器種

泣、,ミ"'~ 調整 色調
胎土

焼
備考No No 年度 口径 低径 器品 外面 内面 外面 内面 成

谷部前期 ナデ 5YR5/6明赤褐～
や

甕 5YR4/1 粗 4mm以下の長石・ や1 ， 1次 土器出土 弥生土器
（口縁部）

(22.4) [4.0〕 口縁端部及び突帯 ナテ・
褐灰~5/6明赤褐

lOYRJ/4 
石英・金雲母含む 不

貼付突帯文
状況 に刻目 にぷい黄

良

1次 谷埋土中 弥生土器
壺

(16 0) 〔10〕 印ナテ' ヨコナデ
5YR5/4 5YR5/4 普 3mm大の長石・石

良 広口壺2 ， 
（口縁部） にぶい赤褐 にぶい赤褐 英・金雲母含む

1次 SDB 弥生土器 壺 (15 8) 〔38〕 マメッ マメッ
5YR5/6 5YR5/6 普 5mm以下の長石・

良 広口壺3 13 
明赤褐 明赤褐 石英・雲母含む

4 13 1次 SDB 弥生土器 甕 13 6 4.3 
口縁部ヨコナテ 口縁部ヨコナデ 7 5YR5/4にぶい 普 2mm以下の長石・ 良
体部／＼ケ 体部ナデ 褐 雲母・赤褐色粒含む 好

1次 SD7 弥生土器
高杯

〔15〕 マメッ マメッ
7 5YR5/6 7.5YR5/6 

普石英2m・赤m以褐下色の粒長含石む・ 良5 13 
（口縁部） 明褐 明褐

甕
2 5YR6/8橙～

5YR5/6明赤褐～ 普 3mm以下の長石・6 13 1次 sos 弥生土器
（底部）

(4.7) 〔37] へうミカ・キ．マメッ ヘラケズリ 5YR3/1 
3/1黒褐 石英・赤褐色粒含む

良 外面煤化
黒褐

製塩土器 精良赤褐色粒を含む，
良 堅緻に焼き7 13 1次 SDB付近 弥生土器

（脚部）
41 [1.7〕 ナデ指オサエ ナデ，指オサエ 2.5YR5/6明赤褐 2.5YR6/6橙 砂粒をほとんど含まな

好 締まる
い

8 13 1次 SK16 弥生土器
甕

39 〔15〕 マメッ マメッ 5YR4/6赤褐 5YR4/6赤褐
普 2mm以下の長石・

良（底部） 石英・雲母・角閃石含む

， 13 1次 S08 弥生土器
高杯

(3 5〕 分割ヘラミがキ，マメッ ヘラミがキ．マメッ 5YR5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐
普 3mm以下の長石・

良 円盤充填（杯部） 石英・雲母含む

10 13 1次 sos 弥生土器
高杯

(1 8〕 分割ペラミカ・キ ヘラミカ・キ，マメッ 7.SYRS/6明褐 7 5YR5/6明褐
普 3mm以下の長石・

良 円盤充填（杯部） 石英・雲母・角閃石含む

高杯（脚 ヘラミカ＇キ，マメッ
普 2mm以下の長石・

11 13 1次 SD8 弥生土器 (19 4) 〔23〕 ナデ，マメッ 5YR5/6明赤褐 5YR5/6明赤褐 石英・雲母・赤褐色粒 良部） 端部凹線2条
含む

1次 SOB 弥生土器
高杯

(21 5) [2 5〕 ナデ ナデ
7.5YR5/6 7 5YR5/6 普 2mm以下の長石・

良12 13 
（脚部） 明褐 明褐 石英・雲母含む

ロ縁部ヨコナデ ロ縁部ヨコナデ 5YR5/6明赤褐～
普 3mm以下の長石・

14 20 1次 S06 弥生土器 甕 202 〔7.2〕 7 5YR4/4褐 石英・雲母・金雲母・角 良体部マメツ，/¥ケ 体部マメッ指オサエ 4/2灰褐
閃石含む

15 20 1次 S06 弥生土器 底部 (60) 〔23〕 マメッ へうケズリ指オサエ
5YR4/6赤褐～ 5YR4/6赤褐～ 普 5mm以下の長石・

良3/2暗赤褐 3/2暗赤褐 石英・雲母含む

高杯 ロ縁部ヨコナデ，杯部 口縁部ヨコナデ，杯部 5YR5/6 5YR5/6 
精良 1mm以下の長

16 20 1次 S06 弥生土器
（杯部）

22 〔2.3〕
ヘラミカ・キ 分割ヘラミがキ 明赤褐 明赤褐

石・雲母・角閃石・赤褐 良
色粒を含む

1次 SK18 弥生土器 底部 7.2 〔37〕 マメッ ヘラミカ・キ
7 5YR5/4にぶい 10YR4/2 普 2mm以下の長石・

良 中期17 20 
褐 灰黄褐 石英含む

1次 SK22 土師質土器
杯

(12.0) 〔1.3〕 ナテ・ 回転ナテ・ N3/0暗灰
7 5YR5/4にぶい 普 2mm以下の長石・

良18 20 
（底部） 褐 石英含む

杯 10YR7/2 
普 2mm以下の長石・19 20 1次 SK65 土師質土器

（底部）
(6 O) (1 05] マメッ マメッ 7 5YR7/6橙 にぷい黄橙

石英・赤色粒含む
良

20 20 1次
SK79断

弥生土器
互士

〔29〕 ナデ ナテ＊ 5YR5/6 5YR5/6 普 1mm以下の長石・
良面 （頸部） 明赤褐 明赤褐 石英・雲母・角閃石含む

21 20 1次 SX1 土師質土器 小皿 10 8 62 2.6 
回転ナデ

回転ナデ
1DTR8/4 lOTRB/4 普 2mm以下の長石・

良底部マメッ 浅黄橙 浅黄橙 石英・赤色粒含む

1次 SX4断面 弥生土器
高杯

〔1.4〕 マメッ マメッ
7 5YR5/4にぶい 10YR4/2 普 1mm以下の長石・

良22 20 
（脚部） 褐 灰褐 石英を少量含む

2次
南側の石

土師質土器 杯 (8 0) 〔21〕 回転ナデ 回転ナテ・
10YR8/4浅黄橙 10YR8/4 精良砂粒をほとんど

良23 22 
垣内出土 ~7/4にぶい黄橙 浅黄橙 含まない

24 22 2次 SX1上面 土師質土器 杯 11 6 〔22〕 回転ナデ 回転ナデ
2 5YR6/6橙～ 2 5YR6/6橙～ 精良砂粒をほとんど

良7.5YR7/4にぶい橙 7 5YR7/4にぶい橙 含まない

2次 表採 土師質土器
足釜

〔32〕
ロ縁部ナデ

ナデ，板ナテ・
5YR5/6 5YR4/6 普 2mm以下の長石・

良25 22 
（口縁部） 鍔下端指オサエ 明赤褐 赤褐 石英含む

ロ縁鍔部ナデ

26 22 2次
北東スミ

土師質土器
足釜

〔4.0〕
鍔下端指オサエ（瓜

口縁部ナテ`
5YR5/6 

5YR6/6橙
普 2mm以下の長石・

良黒色土中 （口縁部） 形圧痕） 明赤褐 石英・金雲母含む
体部ナデ，I¥ケ

27 22 2次
南側の石

土師質土器 鍋 〔15) ナ子マメッ マメッ
2 5YR6/6橙～ 2 5YR6/6橙～ 普 2mm以下の長石・

良垣内出土 7 5YR6/6橙 7 5YR6/6橙 石英＂金雲母含む

SX1上面 染付け，イッチン技
N8/0灰白 NB/0灰白 粗密密内容精良

良 染付黒黄
28 22 2次

検出中
磁器 猪口 48 3.0 58 

法による上絵付 好 桃赤上絵：
金色

2次
南側の石

陶器 壺 (212) 37 回転ナデ 自然釉回転ナテ＇
2 5Y5/1 25Y3/1 普 1mm以下の微細

良 備前29 22 
垣内出土 黄灰 黒褐 粒・黒色粒含む

31 25 3次 SD24-1 弥生土器
甕

[9 65〕 ナデ，マメッ，I¥クリ 指ナテ，ヘラケズ'),マメッ・
SYRS/6 5YR5/6 普 1mm以下の長石・

良（体部） 明黄褐 明黄褐 石英含む

32 25 3次 S024-1 弥生土器
甕

(31〕 マメッ マメッ 7 5YR4/6褐 7 5YR4/6褐
普 1mm以下の長石・ 良

（体部） 石英・雲母角閃石含む 好

＿重口縁
ロ縁端部ヨコナデ 精良 1mm以下の長33 25 3次 S024-1 土師質土器 壺（口縁 302 〔4.5〕

以下マメッ
ヘラミカ・キ，マメッ 7 5YR7/6橙 7 5YR7/6橙

石・石英・赤色粒含む
良壺形埴輪か

部）

34 29 3次 SD24-2 弥生土器
壺

11.8 〔37〕 ナデ ナデ，/¥ケメ
7 5YR6/4にぶい

5YR6/6橙
普 3mm以下の長石・ > 広口壺（口縁部） 橙 石英含む

35 29 3次 SD24-2 弥生土器
鉢

(22 0) 〔4.5〕 印ナテ・ ヨコナデ 7 5YR6/6橙 7 5YR6/6橙
普 1mm以下の長石・

良（口緑部） 石英・金雲母含む
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第 17表実測還物観察表②

実測 挿図 調食
過楕名 種類 器程

法昼 調整 色調
胎土

焼
備考

No No 年度 口径 低径 益ロロ舌向 外面 内面 外面 内面 成

口縁部ナテ
口縁部 I¥ケイ本部 普 15mm以下の長石・

口縁外側・

36 29 3次 SD24-2 弥生土器 甕 23 4 〔35) 体部IIケ tデ 7 5YR2/1赤黒 7 5YR2/1赤黒
石英•金雲母含む

良 頸部歪な仕

上端指オサエ 上がり

38 29 3次 SD24-2 土師質土器 羽釜 25 4 [3 0〕 ナテ甘旨オサI ナデ，板ナデ
10YR7/4にぷい黄 7 5YR7/4にぶい 普 2mm以下の長石・

良
橙 橙 石英・赤色粒含む

36 29 3次 S024-2 須恵質土器 脚部 〔11〕 ナテC ナデ 5Y5/1灰 N5/0灰 精良微細粒含む
良
好

39 29 3次
S024-2-

土師質土器 小皿 7.0 58 1 0 
回転ナデ

回転ナデ
10YR8/2 10YRB/2 精良 1mm以下の長

良
7 底部ナデ 灰白 灰白 石・石英含む

40 29 3次 SD24-2 土師質土器 皿 (7 2) 43 11 剥離 回転ナテ^ ，剥離 7 5YR8/6浅黄橙 7 5YR8/6浅黄橙 普微細粒少量含む 良

41 29 3次 SD24-2 土師質土器 小皿 72 52 11 
回転ナデ

回転ナデ
10YRJ/3 10YR7/3にぶい黄 普 1mm以下の砂粒含

良
底部ナデ にぷい黄橙 橙~6/2灰黄褐 む

42 29 3次 SD24-2 土師質士器 小皿 7.4 48 1.0 マメッ マメッ 7 5YR7/6橙 7 5YR7/6橙
精良 1~15mm大の長

良
石•石英含む

43 29 3次 SD24-2 土師質土器 小皿 7.4 〔075〕 マメッ マメッ J.SYRJ/6橙 7 5YRJ/6橙
精良砂粒をほとんど

良
含まない，赤色粒を含む

44 29 3次
SD24-2-

土師質土器 小皿 74 〔10〕 回転ナデ 回転ナデ 7 5YR橙 7 5YR橙
精良砂粒をほとんど

良
7 含まない

45 29 3次
S024-2-

土師質土器 小皿 7.4 52 09 
回転ナデ

回転ナデ
7 5YR7/4 Iこ，ぷい 7 5YR7/4にぶい 精良 1~3mm大の長

良
1 底部ナデ 橙 橙 石・石英・赤色粒含む

46 29 3次 SD24-2 土師質土器 小皿 76 59 11 
マメッ

回転ナデ 7 5YRB/3浅黄橙 7 5YRB/3浅黄橙
精良砂粒をほとんど

良
底部ナデ 含まない，赤色粒を含む

47 29 3次 S024-2 土師質土器 小皿 78 59 08 
回転ナデ

回転ナテ・ 2 5Y8/3淡黄 2 SYB/3淡黄
精良砂粒をほとんど

良
底部ナデ 含まない

48 29 3次
SD24-2 

土師質土器 小皿 78 10 0 12 
回転ナデ

回転ナデ
10YR6/4にぷい黄 10YR7/4にぶい黄 精良 1mm以下の長

良
ベルト① 底部回転糸切り 橙 橙 石・石英・黒色粒含む

49 29 3次 S024-2 土師質土器 小皿 (78) (5 8) 〔1.0) マメッ マメッ 2 5Y8/3淡黄 2 5Y8/3淡黄
精良砂粒をほとんど

良
含まない

50 29 3次 S024-2 土師質土器 小皿 (81) 09 〔5.5) マメッ剥離 マメッ，剥離 7 5YR8/6浅黄橙 7 5YR8/4浅黄橙 普微細粒少羅含む 良

51 29 3次 SD24-2 土師質土器 小皿 82 6 5 1 2 マメッ マメッ
7 5YR7/4にぶい 7.5YR7/4にぶい 精良長石・石英・赤色

良
橙 橙 粒含む

SD24-2-
回転ナテ・

2 5YR6/6にぶい 2 5YR6/6にぷい 精良 1mm以下の長
52 29 3次

1 
土師質土器 杯 96 5.0 1 9 底部回転芍切リ 回転ナデ

橙 橙 石・石英・赤色粒含む
良

後ナデ

53 29 3次
SD24-2-

土師質土器 杯 100 54 2 65 回転ナデ 回転ナデ 5YRB/4淡橙 5YRB/4淡橙
精良 2mm前後の長

良
1 石・石英・赤色粒含む

54 29 3次 S024-2 土師質土器
杯

10.0 〔19〕 回転ナデ 回転ナデ 10YR8/4浅黄橙 10YRB/4浅黄橙
精良砂粒をほとんど

良
（口縁部） 含まない，赤色粒を含む

55 29 3次
SD24-2-

土師質土器 杯 10.4 58 2 75 マメッ ナデ 10YR8/2灰白 10YRB/2灰白
精良 2mm以下の長

良
12 石・石英を若干含む

56 29 3次 SD24-2 土師質土器 杯 10 6 4.2 31 
回転ナデ，回転勺切

回転ナデ 10YR4/2灰黄褐 10YR4/2灰黄褐 精良 良
り

57 29 3次 SD24-2 土師質土器 杯 10.8 62 22 
回転ナテ・

回転ナデ 10YR8/3浅黄橙 2.5YR7/6橙
普 05~2mmの長石・

良見込み被熱
底部回転へう切り 石英含む

回転ナテ・
精良 2mm以下の長

58 29 3次 S024-2 土師質土器 杯 10.9 66 2.45 底部回転へう切り 回転ナデ 2 5YR6/6橙 5YR5/2灰褐
石・石英・赤色粒含む

良

後ナデ

SD24-2- 杯
回転ナデ

精良砂粒をほとんど
59 29 3次 土師質土器 5.4 1 8 底部回転へう切リ ナデ 5YR8/4淡橙 2 5YR8/2灰白 良

1 （底部）
後ナデ

含まない，赤色粒を含む

S024-2-
回転ナデ

精良 2~3mm大の長
60 29 3次

1 
土師質土器 杯 11 0 73 35 底部回転へぅ切り 回転ナデ 10YR8/2灰白 10YRB/2灰白

石・石英・赤色粒含む
良

後ナデ

61 29 3次 SD24-2 土師質土器
杯

11 6 22 マメッ マメッ
10YR8/3浅黄橙 10YR5/1褐灰～ 精良砂粒をほとんど

良
（口縁部） ~6/2灰黄褐 8/3浅黄橙 含まない

碗
普 2mm以下の長石・

62 29 3次 SD24-2 土師質土器
（口縁部）

11 8 [2.2〕 回転ナテ・ 回転ナデ 2 5Y8/2灰白 2 5Y8/2灰白 石英•黒色粒・赤色粒 良

含む

63 29 3次
S024-2-

土師質士器
杯

13 0 (18〕 回転ナデ 回転ナデ 10YR8/4浅黄橙 10YR8/4浅黄橙
普 1mm以下の長石・

良
1 （口縁部） 赤色粒含む

64 29 3次 SD24-2 土師質土器
杯

13 4 〔26〕 回転ナデ 回転ナデ 10YR8/2灰白 10YR8/2灰白
普 2mm以下の長石・

良
（口縁部） 石英含む

65 29 3次
S024-2-

土師質土器
杯

66 1.0 
回転ナデ

マメッ 10YR8/3浅黄橙 7 5YR8/3浅黄橙
精良 2mm以下の長

良， （底部） 底部へう切リ 石・石英・赤色粒含む

66 29 3次 S024-2 土師質土器 杯（底部） 52 〔16) tデ ナデ
7 5YR7/4にぶい

10YR6/2灰黄褐
普 1mm程度の長石・

良
橙 石英・赤色粒含む

67 29 3次 S024-2 須恵質土器
碗

12 8 [2.2〕 マメッ マメッ 2.SYJ/2灰黄 2 5Y7/2灰黄
普 1mm以下の長石・

良
（口縁部） 石英含む

68 29 3次 S024-2 須恵質土器
碗 〔2.0〕 回転ナデ 回転ナテ・ 2 5Y7/1灰白 2 5Y7/1灰白

緒良砂粒をほとんど 良

（口縁部） 含まない 好

69 29 3次 SD24-2 須恵質土器
碗

14.0 〔18〕 回転ナテ・ 回転ナデ 5Y7/1灰白 5Y7/1灰白 精良砂粒を少量含む
良 口縁部し重

（口縁部） ね焼痕

70 29 3次
SD24-2-

須恵質土器 碗 13 8 27 回転ナデ 回転ナデ
2 5Y8/1灰白～ 2 5Y8/1灰白～

普微細粒含む
良 口緑部に重

8 7/1灰白 7/1灰白 ね焼痕

S024-2-
回転ナデ 精良 1~3mmの長石 9 良 ロ縁部に重

71 29 3次
1 

須恵質土器 杯 14.2 78 315 底部回転へう切り 回転ナデ 2 5YR8/1灰白 2.5YR8/1灰白
石英含む ね焼痕

後ナテ・

72 29 3次 8D24-2 須恵質土器
碗

〔29] マメッ マメッ 2 5Y7/2灰黄 2 5Y7/2灰黄
普 1mm以下の長石・ 良 口縁部に重

（口縁部） 石英含む ね焼痕

70 



第 18表実測遺物観察表③

実測 挿図 調査
退構名 種類 器種

法塁 調監 色調
胎土

焼
備考No No 年度 口径 低径 器渦 外面 内面 外面 内面 成

73 29 3次 S024-2 須恵質土器
碗

〔21〕 回転ナテ 回転ナテ
10YR6/3にぶい黄 10YR7/3しぷい黄 普 1mm以下の長石・

良
口緑部に至

（口緑部） 橙 橙 石英含む ね焼痕

74 29 3次 SD24-2 須恵質土器 碗（底部） (5 2) 〔095〕 回転ナデ ナデ 2 5YB/1灰白 2 5Y8/1灰白 普微細粒含む 良

75 29 3次 SD24-2 須恵質土器 碗 〔125〕 マメッ マメッ 2 5Y8/3淡黄 2 5Y7/3淡黄
普 1~2mmの砂粒含

良 貼付高台
む

SD24-2 杯
10YR7/2にぶい黄 精良 2mm以下の長76 29 3次

ベルト①
土師質土器 6.4 (0 9) マメッ マメッ 10YR8/2灰白

橙 石・石英・赤色粒含む
良

（底部）

77 29 3次 S024-2 瓦質土器
碗

(126) 〔26〕 ナデ マメッ N3/0暗灰 N3/0暗灰
普 1mm以下の石英含

良 瓦器碗（口縁部） む

78 29 3次
S024-2 

土師質土器 鉢 (11 2) ナデ 回転ナテ，マメッ 10YR7/6明黄褐
10YR7/4にぶい黄 普 2mm以下の長石•

良
口縁端部煤

ベルト① 橙 石英含む 化

79 29 3次 S024-2 土師質土器
こね鉢

〔24〕 ヨコナデ 印ナデ
10YR7/4にぶい黄

10YR7/6明黄褐
普 1~3mmの長石・赤

良
口縁部に重

（口縁部） 橙 色粒含む ね焼痕

80 29 3次
SD24-2 

土師質土器
鉢

(4.0) ヨコナデ ヨコナデ 10YR4/4褐 10YR4/1褐灰
普 2~3mmの長石・石

良集石部 （口緑部） 英含む

鉢
5Y6/2灰オリーブ

1DYR7/4にぷい黄 普 1mm以下の長石・ ロ縁部に重81 29 3次 S024-2 土師質土器
（口縁部）

25.4 〔25〕 ナデ ナデ ~10YR7/4にぶい
橙 石英・赤色粒含む

良
ね焼痕

黄橙

82 29 3次
SD24-2 

土師質土器 鉢（底部） 11 0 (7.4) ナデ，回転へうケズリ ナデ，マメッ 5YRJ/6橙 7 5YR7/6橙
普 1~3mm大の長石・

良集石部 石英含む

83 29 3次
SP24-2-

須恵質土器 片口鉢 (19 5) (9 8) 7.0 
口縁部回転ナデ

ナデ 2 5Y7/3灰黄 2 5Y8/3淡黄
普 1~3mm大の長石・ 不 須恵器の生

8 体部ナデ指オサI 石英・黒色粒含む 良 焼け

普 3mm以下の長石・
13c第2四半

84 29 3次 S024-2 須恵質土器 鉢 20 〔4.7〕 回転ナデ，ナデ ナデ 2 5Y7/1灰白 N5/0 灰白 良期～第3四
石英・黒色粒含む

半期

85 29 3次 SD24-2 須恵質土器 鉢 25 2 (4.0) ヨコナデ 3コナデ，指ナデ 2 5YR8/1灰白 2 5YRS/1灰白
普 1~3mm大の長石・ 工 東播系石英・黒色粒含む

86 29 3次
SD24-2-

須恵質土器
鉢

〔36〕 回転ナデ 回転ナ予指ナテ 2 5Y8/2灰白 2 5YB/2灰白
普 1~3mmの長石•石

良7 （口縁部） 英・黒色粒含む

87 29 3次 SD24-2 須恵質土器 鉢 〔69〕 回転ナテ・ 回転ナデ
普 1mm以下の長石・

良
石英含む

88 29 3次 S024-2 須恵質土器 鉢 (7 3) 
口縁部回転ナデ

回転ナデ 2 5Y7/2灰黄 2 5Y7/2灰黄
普 1~2mmの長石•石

良体部回転ヘラケズリ 英・黒色粒含む

89 29 3次
S024-2 

須恵質土器
鉢

(3 7〕 回転ナデ 回転ナデ 2 5YB/3淡黄 2 5Y8/3淡黄
普 1mm以下の赤色粒

良接合痕あり集石部 （口縁部） 含む

SD24-2 鉢
精良 2mm以下の黒色

90 29 3次 瓦質土器 18 0 60 ナデ，マメッ ナデ，マメッ 2 5Y7/1灰白 2 5Y7/1灰白 粒，褐色粒含む 1mm以 良 瓦質焼成集石部 （底部）
下の砂粒含む

91 30 3次
S024-2-

土師質土器
鍋（口縁

(330) 〔18) 回転ナ示指オサI 回転ナデ
10YR6/4にぷい黄 10YR7/4にぶい黄 粗 1~3mmの長石•石

良10 部） 橙 橙 英・赤色粒含む

口縁部回転ナデ

92 30 3次 S024-2 土師質土器 甕 29.0 50 
端部/¥ケ

／＼ケ 7 5YR3/2黒褐 7 5YR7/6橙
普長石・石英・赤色粒

良 外面煤化
体部/¥ケ 含む

上端指オサI

93 30 3次 s024~2 土師質土器
鍋

27 6 〔51)
口緑端部3コナデ

I¥ケ 7 5YR6/6橙 7 5YR6/6橙
普 1mm以下の長石・

良 外面煤化（口縁部） 体部上端指オサエ 石英・赤色粒含む

94 30 3次
S024-2 

土師質土器
鍋

244 〔57〕 ナデ，指オサエ I¥ケ 5YR6/6橙 5YR6/6橙
普 2mm以下の長石・

良 外面煤化集石部 （口縁部） 石英・赤褐色粒含む

95 30 3次 SD24-2 土師質土器
鍋

〔19〕 口縁部I¥ケ，ナデ ョコ/¥ケ 5YR6/6橙 5YR7/6橙 普 良（口縁部）

96 30 3次 S024-2 土師質土器
鍋

〔16〕 ヨユナテ］マメッ I¥ケメ，マメ＇）
IOYR6/3にぶい黄 10YR7/4にぶい黄 普 2mm以下の長石・

良（口縁部） 橙~4/2灰黄褐 橙 石英・赤色粒含む

97 30 3次 S024-2 土師質土器
鍋 (20.8) 〔23] 体部 I¥ケ

口縁部ナテ・
7 5YR7/6橙 7 5YR7/6橙

やや粗 1mm以下の長
良（口縁部） 体部 IIケ 石＂金雲母・赤色粒含む

98 30 3次 S024-2 土師質土器
鍋 (1 9) 

指オサエ
ナテ・ 7 5YR5/6明褐 7 5YR7/6橙

粗 1mm程度の赤色粒
良（口縁部） 口縁瑞部回転ナデ 含む

99 30 3次 SP24-2 土師質土器
鍋

(1.6〕 回転ナ予ナデ 回転ナデ 7 5YR7/6橙 7 5YR8/6浅黄橙
粗 3mm以下の長石・

良（口縁部） 石英含む

100 30 3次
S024-2 

士師質土器
銀

[22〕 マメッ ナデ
10YR7/4 10YR5/4 粗 2mm以下の長石・

良集石部 （口縁部） にぷい黄橙 にぶい黄褐 石英含む

101 30 3次 sp24~2 土師質土器
鍋

〔09) I¥ケ，ナテ I¥ケ
7.5YR6/4にぶい

7 5YR7/6橙
普 1mm以下の長石含

良（口緑部） 橙 む

102 30 3次 SD24-2 弥生土器
甕 [11) ナテ・ ナデ 7 5YR6/6橙 7 5YR6/6橙

普 1mm以下の長石・
良（口縁部） 石英・赤色粒含む

103 30 3次 SD24-2 土師質土器
鍋

〔16〕 ヨコナデ，指オサエ ナデ、マメッ
5YR6/3にぶい橙 7 5YR7/4にぶい橙 普 3mm以下の長石・

良（口緑部） ~3/1黒褐 ~5/3にぶい褐 石英・赤色粒含む

104 30 3次 SD24-2 土師質土器 口縁部 1.3 ナデ，指オサエ ナデ
7 5YR6/4にぶい

7 5YR6/6橙
普 2mm以下の長石

良 外面煤化
橙 1mm以下の石英含む

105 30 3次 S024-2 土師質土器
鍋

指オサI,マメッ IIケ
5YR4/6 SYRS/6 普 1~2mmの長石•石

良（口縁部） 赤褐 明赤褐 英・黒雲母・角閃石含む

SD24-2 鉢あるい 普 1mm以下の長石・
良 39と同一個106 30 3次 弥生土器 は高杯 〔16〕 ナデ 印ナテ己 5YR5/6明赤褐 5YR6/6橙 石英・金雲母・赤色粒ベルト①

（口縁部） 含む
体か

S024-2- 足釜
口縁部回転ナデ 普 1mm以下の長石・

107 30 3次
7 

土師質土器
（口縁部）

(149) 52 鍔下端／＼ケ I¥ケ，tテ＇ 7 5YR6/6橙 7 5YR6/6橙 石英・金雲母・赤色粒 良 鍔部煤化
体部ナデ 含む
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第 19表実測遭物観察表④

実測 挿図 調宜
遺構名 種類 器桓

法曼 調整 色調
胎土

焼
備考

No No 年度 口径 低径 益ロロ品 外面 内面 外面 内面 成

SD24-2-
口縁部～鍔部ヨコ

7 5YR7/6橙~3/1 普 2mm以下の長石・
108 30 3次

1 
土師質土器 足釜 [5 6〕 ナデ ナデ，指オサエ，I¥ケ

黒褐
7 5YR6/6橙

石英・赤色粒含む
良 外面煤化

体部ナデ，指オサエ

口縁部指オサエ後

足釜
回転ナデ

10YR7/3 血苫2英mm以下の長石・ 良 鍔部および
109 30 3次 SD24-2 土師質土器

（口縁部）
〔6.0〕 鍔部回転ナデ 指オサエ後／＼ケ

にぶい黄橙
10YR5/2 灰黄褐

・赤色粒含む
下端指オサエ

体部煤化

体部/¥ケ

110 30 3次 S024-2 土師質土器
足釜

〔38〕 ナテ・,マメッ ナデ，マメッ 5YR6/6橙 5YR6/6橙
粗 4mm以下の長石・

良
（口縁部） 石英多量に含む

111 30 3次 S024-2 土師質土器
足釜 [49〕

ナデ
ナデ

10YR6/6 10YR6/6 普 1mm以下の長石・
良

（口縁部） 鍔下端指オサエ 明黄褐 明黄褐 石英含む

112 30 3次
S024-2 

土師質土器
足釜 〔2.75) ナデ，指オサエ ナテ・,/¥ケメ

10YR7/4 
10YRB/4浅黄橙

普 3mm以下の長石・
良 鍔部煤化

集石部 （口縁部） にぶい黄橙 石英含む

113 30 3次 SD24-2 土師質土器
足釜

〔32〕 ナテ',/¥ケメ，マメッ 指オサI,マメッ
10YR5/4 10YR5/4 普 1mm以下の長石・

良中世 Il-2期
（口縁部） にぷい黄褐 にぷい黄褐 石英含む

114 30 3次
SD24-2 

土師質土器
足釜 長巾 短巾

ナデ，指状圧痕
1DYR5/3 普 1mm以下の長石・

良 煤化
集石部 （脚部） [18 8〕〔515 にぶい黄褐 石英含む

SD24-2- 足釜
やや粗 2mm以下の長

115 30 3次
1 

土師質土器
（脚部）

〔182〕 指オサI,板ナテ' 指オサエ，板ナデ 5YR7/6橙 7 5YR7/6橙 石・石英・赤色粒・雲母 良 外面煤化
含む

116 30 3次 SD24-2 土師質土器
足釜 〔2115 tデ．指オサエ ナデ，指オサI 7 5YR7/6橙 5YR6/6橙

やや粗 15mm以下の
良

（脚部） 〕 長石・石英含む

117 30 3次 S024-2 土師質土器
足釜

[14.4〕 ナデ 指オサI,/¥ケ
5YR5/8 5YR5/8 やや粗 2mm以下の長 良

（脚部） 明赤褐 明赤褐 石・石英・赤色粒含む 好

118 30 3次 s024~2 土師質土器
足釜 〔138〕 ナデ，指オサI 指オサエ 5YR6/6橙 5YR6/6橙

普 2mm以下の長石・ > 外面煤化
（脚部） 石英含む

119 30 3次 S024-2 土師質土器
足釜 長巾 短巾 〔13.7〕 指ナデ I¥ケ，ナテ・

7 5YR5/3 Iこふq』、 7 5YR4/l 普 2~3mmの長石•石
良

（脚部） 褐 褐灰 英含む

120 30 3次 S024-2 陶器 底部 10.6 〔20〕
回転ヘラケズリ 回転ナテ・

2 5YR5/2灰赤
SYS/1灰

普 15mm以下の長石・ 良 備前 ※ 混
底部ナデ 2 5YR1 7/1赤黒 石英含む 入品か

121 33 3次
SP24-

土師質土器 小皿 67 53 1 05 
回転ナデ，回転ヘラ切

回転ナデ 7 SYRB/3浅黄橙 7 SYRB/2灰白
普 15mm以下の長石・

良 拓本
238 り 石英・赤色粒含む

122 33 3次
SP24-

土師質土器 小皿 68 55 0.8 
回転ナデ，回転ヘラ切

回転ナデ
10YRB/2 10YRB/2 普 1mm以下の長石・

良
238 り 灰白 灰白 石英・赤色粒含む

123 33 3次
SP24-

土師質土器 小皿 (70) (6 0) 1.0 
回転ナデ

回転ナデ
7 5YR7/4にぶい 7.SYRJ/4にぷい 普砂粒ほとんど見え

良
238 底部ナデ 橙 橙 ない

124 33 3次
SP24-

土師質土器 小皿 62 46 0.8 
回転ナデ

回転ナデ
1DYRB/3 10YRB/3 精良 2mm以下の長

良
109 底部ナデ仕上げ 浅黄橙 浅黄橙 石・石英・赤色粒含む

125 33 3次
SP24-

土師質土器 杯 10.9 62 24 
回転ナデ

回転ナデ
10YRB/1 10YR8/1 精良 1mm以下の赤色

良
235 底部ナデ仕上げ 灰白 灰白 粒を若干含む

126 33 3次 SP24-30 土師質土器
足釜 12 9 マメッ，ケズリ，指オサI （ハクリ）

5YR7/8橙 普 2mm以下の長石含
良 煤化

（脚部） 7 5YR7/6橙 む

127 33 3次
SP24-

土師質土器
杯

(10.0) 〔2.1〕 マメッ マメッ
10YR8/3 lOYRB/4 精艮 1m粒m含程む度の赤色 良

212 （口縁部） 浅黄橙 浅黄橙

128 33 3次 SD24-9 土師質土器 杯 11 2 [1 5〕 ナデ，マメッ ナデ，マメッ
10YR8/4 10YR8/4 普 1mm以下の長石・

良
浅黄橙 浅黄橙 赤褐色粒含む

129 33 3次 SK24-37 土師質土器 杯 104 〔24〕 回転ナデ 回転ナテ＇ 2 5YR7/4淡赤橙 2 5YR7/4淡赤橙
普 1mm以下の長石含

良
む

130 33 3次
SP24-

土師質土器 杯 2.7 回転ナデ 回転ナデ
10YR8/3 lOYRB/3 普 1mm以下の微細粒

良
231 浅黄橙 浅黄橙 含む

頸部屈曲や

SP24-
鉢 2 5YB/2 2.5YB/2 

不 やゆるやか，

131 33 3次
229 

須恵質土器 （片口口 2.0 ナデ，マメッ ナテ＇，マメッ
灰白 灰白

普
良 ロい縁つ端まみ部上短

縁部）
げ

第 20表石器観察表

図版 No. 遺物 No 調査年度 遺構名 種類 長径 幅 厚 重 備考

13 13 1 SOOS付近 砂岩 叩き石 5 65 69 4.5 233 9g 

北東スミ黒色
石器 石鏃 〔235〕 〔19]

2.0g, サヌカイト製凹基式先端及び
22 30 2 

層中
05 2.0g 

基部を欠損

石器

33 132 3 SP24~237 砂岩 叩き石 72 7.4 4.8 274.6g 
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屡鵬賊躙園

第 1次調査全景（北から）

第 1次調査全景（東から）
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匿鬱随塵纏

第 1次調査 SK20-18断面 第 1次調査 SKZ0-79及び上位遺構断面

第 1次調査SK20-22断面 第 1次調査 SK20-86断面

第 1次調査 SD20-3完掘（北西から） 第 1次調査 SD20-4完掘（北から）



図麗闊鵬濯

第 1次調査 SD20-6完掘（北から） 第 1次調査 SD20-1l完掘（北から）

第 1次調査 SD20-8・9・10・13完掘（北から） 第 1次調査 SD20-14完掘（北から）



四鳳ij濯

第 1次調査 SDZ0-22完掘（北から） 第 1次調査 SD20-26完掘（南から）

第 2次調査全景（北東から）



圏麗醤麿濯

第 2次調査完掘状況、南壁（北東から）

第 2次調査 SK23-23断面 第 2次調査 SK23-24完掘（北から）

第 2次調査 SD23-3完掘（北から） 第 2次調査 SR23-1断面





胆翻肇鴫

第 3次調査検出状況（東から）

第 3次調査検出状況（北から）



”麗鴫

第 3次調査完掘状況（南東から）

第 3次調査完掘状況（南西から）



陸紐塵慶璽

第 3次調査 SD24-2内完掘（上空から）

第 3次調査 SP24-218~ 220完掘 第 3次調査 SP24-227完掘

第 3次調査 SD24-2内ピット遺物出土状況 第 3次調査 SP24-5完掘



第
4
次
調
査
全
景
（
北
か
ら
）

置 贔 量



図 1環謹遭

第 4次調査検出状況（北西から）

第 4次調査北壁土層（南東から）



図闘遷橿環

第 4次調査 SX25-1完掘（北から）

第 4次調査 SD25-16・17完掘（南東から）



図m罰麗配置

第 4次調査SK25-14断面 第 4次調査SK25-15断面

第 4次調査SK25-16断面

第 4次調査SD25-2完掘（東から） 第 4次調査 SD25-2完掘（南から）

第 4次調査 SD25-6・7断面（南から） 第 4次調査 SX25-1断面③（東から）



l園翻遷漕儡

11 12 

SD20-7・8出土遺物

23 

nu 

第 2次調査区出土遺物 第 1次調査区出土遺物①



30 

出土石器 SD24-2出土遺物①

第 1次調査区出士遺物② 第 3次調査区出士遺物



麟謂厠厨置

SD24-1出士遺物①

SP24-235・238出土遺物 SD24-1出土遺物②

56 

SD24-2出土遺物②



圏翻璽麟

SD24-2出土遺物③
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